
搬 ・

灘
鰐
叢

.
加
特

力
敏

の
肚
會

論
者

に
就

て

階
級

に
就

い
て

・

基

督
教

交
明

の
獲
展
概

論

.

.

隅
阿

聾
醐

地

租

論

・

小
作

調
停
法
案

に
就

て

説

苑

蕾

岡

山
藩

の
肚
倉
法

に
就

て

・

…雑

{蘇

米
国
研
究
の
必
要

…

性

別
年
齢
別
失
業
統

計

・

・

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
生
誕

二
百
年

注
學
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

油
墨
博
士

注
學
博
士

経
済
學
士

法

學

士

纒
濟
學
土

法

學

士

田

島

錦

治

高

田

保

馬

財

部

静

治

小

川

郷
太
郎

河

田

嗣

郎

黒

正

巖

本
庄

榮
治

郎

岡

崎

丈

規

本
庄

榮
治

郎

.

レぐゆ
ぎ

r

一



時

龍

地
.

相

論

第
+
六
巻

(第
三
號

六
八
)

四
九
二

時

論

地

租

論

小

川

郷

太

郎

私
は
本
誌
前
號
雑
録
欄
に

「地
租
の
改
屡

ε
題
し
て
、
第
四
+
六
議
會
に
問
題
ε
な
っ
て
み
る
地
秘
輕
減
論

地
租
委
譲
論
に
謝
し
て
短
評
を
加
へ
て
置

い
た
。
地
租
は
改
正
す

べ
き
か
、
座
す

べ
き
か
、
地
方
税
に
委
譲
す

べ

き
か
、
其
利
害
の
關
す

る
所
頗

る
人
な

る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
藪
に
筆
を
改

め
、
伺
少
し
深
く
立
ち
入

っ

て
研
究
し
て
見
た

い
孟
思
ふ
。

地
租
の
改
正
、
廃
止
、
委
譲
等
に
關
し
議
論
を
な
す

に
先

っ
て
、
我
国
の
地
租
制
度
の
概
要
を
叙
し
、
そ
の
中

に
存
し
て
み
る
敏
黙
を
明

に
せ
ね
ば
な
ら
澱
コ

第

一

地

租

制

度

の
概

要

地
租
は
我
国
に
於
て
も
昔
よ
り
嚢
達

し
來

つ
た
挽
で
あ
る
、
薔
幕
時
代
に
於
て
は
、地
租
制
度
に
定
免
巴
検
見
の

二
陸
が
あ

っ
π
。
定
見
ε
は
渦
虫
幾
年

か
の
牧
穫
を
基
礎
こ
し
て
粗
氷
を
定
め
凶
漱

に
依

り
敗
穫
の
三
割
を
減
じ



'

だ
る
場
合
に
其

一
部
又
は
共
全
部
を
減
冠
す

る
を

い
ひ
、
検
見

ε
は
、
年
の
豊
凶
に
論
な
く
、毎
年
作
毛
を
検
視
し

そ
れ
に
依
っ
て
粗
氷
を
定
む
る
の
を
い
ふ
。
継

継

雰

誌

槻
冷
事

斜

黙

馨

響

云
名

駅

・
・

明
治
政
府
は
其
初

め
藤
幕
時
代

の
地
租
制
度
を
繊
示
し
て
居

つ
把
が
、
明
治
六
年
七
月
、
地
租
改
正
條
例
を
公
布

じ

カ

し

り

り

リ

セ

ゆ

も

も

ヤ

セ

　

マ

カ

も

し
一
腹
穫
標
準
主
義
を
改
め
て
、
地
償
標
準
主
義
を
探
り
、
米
納
主
義
を
磨
し
て
、
金
納
主
義

ε
し
た
。
そ
れ
よ

り
地
租
改
正
の
事
業
に
着
手
し
、
田
畑
宅
地

は
明
治
九
年
十
年
の
頃
に
、
山
林
原
野
等
は
明
治
十
四
、
五
年

の
頃

に
之
を
完
了
し
た
。
葺
で
明
治
十
七
年
三
月

に
至

っ
て
地
租
條
例
が
公
布
せ
ら
れ
だ
。
そ
の
後
幾
回
ご
な
く
多
少

の
改
正
を
見
た
け
れ
ざ
も
、
此
地
租
條
例
が
現
行
法

の
土
豪

ε
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

現
行
法
に
依
れ
ば
、
土
地
は
用
法
に
依

っ
て
地
類
を
分
ち
、
之
を
第

=
類
地

ε
第
二
類
地

ご
し
て
み
る
Q
第

一

類
地

`
は
、
田
畑
、
宅
地
、
.舗

田
、
.鑛
泉
地
等
の
地
目
を
指
し
、
第
二
類
地
ご
は
池
沼
、
山
林

、
牧
場
、
原
野
、

　

　

　

　

雑
種
類
等
の
地
目
を
総
稽
す

る
の
で
偽
る
。
是
等

の
地
目

に
は

一
筆
毎

に
地
償
を
定

め
、
共
地
儂
を
課
・税
標
準
ε

し
て
地
租
を
課
す

る
こ
ε

、
な

っ
て
み
る
。
而
し
て
共
地
償
は
土
地
の
牧
盆
を

一
般
の
金
利

で
還
元
し
て
算
出
し

・

覧

、

噛

、

、

、

、

、

℃

、

、

、

、

、

D

、

、

、

、

覧

噂

、

、

、

、

}

、

、

、

覧

、

、

、

た
も

の
で
あ

る
。

故

に
地

慣
を
課
税
標
準

ε
は
す

る

も

の

、
、
其
奥

に
は
牧
盆

が
ひ
そ

ん
で
み
る
の
で
あ

る
、
是

ぬ

つ

へ
　

う

　

し

も

マ

も

コ

へ

も

や

や

れ
地
租

が
牧
盆
視
た
る
所
以
で
あ
る
。
此

の
如
く
地
償
は
土
地
の
股
金
隈
格
で
あ
る
が
、
其
牧
盆
を
還
元
し
花
る

方
法
如
何
ε
い
ふ
に
、
其
之
を
定

め
た
る
當
時
よ
り
過
去
五
年
間

の
牧
穫
を
調

べ
、
そ
れ
を
金
銭
に
換
算
し
て
、

網
牧
人
ε
し
、
を
れ
よ
り
種
肥
濟
代

(
総
牧
人
の

一
割
五
分
)
地
租

(地
償
の
百
分
三
)
村
費

(地
租
の
三
分

一
)

時

論

地

租

論

窮
+
六
巻

(第
三
號

六
方
)

四
九
三



■

時

論

地

租

論

策
+
六
巻

・(第
三
號

七
9

咀
九
四

む

む
　

　

を
控
除
し
、
・
其
残
額
を

一
般
金
利
で
還
元
し
だ
の
で
あ
る
。
而
し
て
共
営
時

の
穀
贋
は
全
國
を
孕
均
し
、
出小
に
在

.

つ
て
は

一
石
四
圓
十
八
銭
五
厘
隔
萎
に
在

っ
て
は
、

一
石

一
図
九
十
七
銭
八
厘
蜴
、
大
豆
に
在

っ
て
は

}
石
三
圓

む

む

　

一
.鏡
五
厘
弱
で
あ
っ
た
。
又
還
元
牽
把
る
利
子
は
大
概
⊥八
宗
を
以
て
普
通
の
程
度
ε
し
、
土
地
の
散
呪
に
依
り
、

増
減
屈
伸
し
、
七
朱
を
似

て
極
優
ε
し
た
が
、
全
隊
を
平
均
す
れ
ば
、
.田
は
六
朱

一
毛
張
、
畑
は
⊥
ハ
朱
=
【毛
曝
E

な

っ
て
み
た
。
所
で
其
後
、
時
世
の
進
む
に
從
ひ
穀
贋
は
非
常

に
騰
貴
し
て
來
た
の
に
反
し
、
金
利
は
段
々
低
落

し
て
来
た
の
で
、
牧
盆
贋
格
ご
は
云
ふ
も
の
、
、
藪

に
所
謂
地
償
ご
理
責
に
費
買
せ
ら
れ
て
る
る
所
謂
時
償
ご
は

大
に
懸
絶
し
て
來
た
。
殊
に
都
曾
に
於
て
甚
し
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
明
治
四
十
三
年
に
至
り
、
宅
地
償
の
修
正
を

行
ひ
、
市
街
地

ご
郡
村

ε
を
問
は
す
、
.賃
貸
領
格
の
十
倍
を
以
て
宅
地

償
ご
定
め
た
の
で
あ
る
。

、
…

地
償
は
此
の
如
く

一
旦
定
め
て
よ
り
以
来
、
部
分
的
地
優
及
宅
地
償
の
外
来
だ
之
を
修
正
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、

土
地
利
用
方
法
を
攣

る
が
爲
め
に
牧
盆
に
異
動
を
掌

・
場
合
に
は
感

貯
砂
慰

す
る
こ
ミ

し
て
ゐ
弘

即
ち
其

場
合

ご

い
ふ
は
、
の
地

目

准
愛
摸

し
た

る
ε
港
3

②
開
墾

し
た

る
ε
き
、
③

開
拓

鍬
下
年
期

明

に
至
り
た

る
ε
き
、
㈹
土
地
荒

屡
し

た
る
ご
き
等

で
あ

る
、
但

し
開
墾
を

爲
し
た

る
ご
き

一
定

の
期

間
、
地

償
を
据

置
ぐ

こ

ε
が
あ

る
。

そ
は
土
地

の
利
用

を
促
進

せ

ん
ε
す

る

が
爲

め
で
あ

る
。
、
.

　

　

　

.

地

租
に
は
別

に
冤
税
黙
を
存

せ
な

い
が
、
天
災
に
罹
り
、
地
形
を
攣
じ
荒
地
こ
な

つ
空

き
、
叉
は
爽
密
着
は

　

　

天
候
不
順

に
囲
う
牧
穫
皆
無

に
撮

し
だ

ご
き
は
、

由
完

の
年

の
間

、
之
を
免
租
す

る

こ
ビ

、
な

っ
て

み
る
。
、
.

「



　

の

地
租
は
地

償
に
税
率
を
乗
じ
て
之
を
算
定
す
る
。ン
其
税
率
は
、
宅
地

起
在

っ
て
は
地
償
百
舜
の
こ
箇
年
や
田
畑

に
左

っ
て
は
地
慣
百

分
の
四
箇
年
、
其
他

の
土
地
に
在

っ
て
は
地
慣
百
分
の
五
箇
年

嘘
塑

っ
て
み
る
。

　

　

　

　

・
.地
租
徴
牧
の
技
術
上
の
便
宜
の
爲
珍
に
、
土
地
毫
帳
な
る
も
の
を
調
製
し
、
之
を
各
税
務
署
に
備

へ
付
け
て
置

く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
起
各
筆
海

に
地
番
、
反
別
、
地
償
、
所
有
者
等
を
登
録
し
、.
土
地
の
異
動
、
所
有
権
の
移

　

　

む

　

む

鱒
あ
る
毎
に
之
を
訂
正
し
、
市
町
村
に
通
知
す
る
の
で
あ
る
。
.市
町
村

に
て
は

一
人
別
地
租
名
寄
帳
な
る
も
の
を

備
…へ
、
各
人
が
一興
市
町
村
内
に
於
て
現

に
有

し
て
み
る
十
}地
の
地
優
を
明

に
し
て
置
く
の
で
あ
る
。
稔
務
署
の
通

知
に
依
り
其
勝
方
々
起
改
訂
し
て
行
く
こ
ε
は
論
ず
る
迄
も
無
い
。

此
の
和
ぐ
土
地
墓
帳
臆
は
所
有
者
の
名
を
登
記
し
て
あ
る
け
れ
こ
も
、
.を
は
納
税
者
を
明
に
す

る
が
爲
め
に
外

な
ち
鳳
.。
地

租
N
あ

っ
て
は
、̀

其
土
地
を
何
人
が
所
有
し
て
ゐ
み
か
ざ
い
ふ
こ
ε
は
重
要
の
問
題
で
無

い
、

そ
れ

よ
り
も
其
課
税
物
禮

π
る
土
地
を
捕
.へ
る
.こ
ご
が
主
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
偶
々
以
て
地
租
が
物
税
で
あ
ち
こ
ご

を
反
謹
す
る
も

の
`
.謂

ふ
べ
き
で
あ
る
。
'

麓
…=

地

租

の

鉄
.
貼

我
國
の
地
租
拡
地
償
を
課
税
標
準
ε
し
て
み
る
「
そ
れ
よ
転
種

々
の
候
黙
が
出
て
来
る
の
で
あ
る
。

む

む

　

む

む

む

む

り

ち

む

　

コ

ロ

む

む

　

む

ロ

む

む

む

ロ

の

く

む

　

　

む

コ

　

む

む

ロ

む

む

む

　

む

む

一
、
弘地

租

は
鯨
程

以
前

に
定

め
た

る
地
償
を

裸
視

標
準

ピ
し
て
祝
す

る
の
結
果

、
据

税
力

に
慮

ぜ
な

い
.税

`
な

時

論

助

租

醗
.

.

第
+
六
巻

(第
三
號

七
.こ
.
.四
九
五
「



亀

.

暗

面

組

地

論

、

」

第
+
六
巻

(第
三
號

七
二
)

四
九
六

む

ロ

サ

ロ

っ
て
み
る

地
償
は
、既

に
述

べ
セ
通
り
、
明
治
⊥
ハ
年
七
月
、
地
租
改
正
糠
働
に
依
り
、
明
治
七
八
年
か
ら
、
田
畑
宅
地

は
明

治
九
年
、
十
年
の
間
に
、
山
林
原
野
は
明
治
十
四
、五
年
の
間

に
、
之
を
定
め
た
も
の
で
め
る
。
其
後
部
分
的
地
償

修
正
は
あ

っ
た
け
れ
こ
も
、
又
宅
地
贋
は
明
治
四
十
三
年

に
修
正
せ
ら
れ
た
け

れ
ご
も
、
其
他
は
大
艦

に
於
て
修

正
せ
ら
れ
て
み
な

い
の
で
あ
る
。
從
て
今
日
の
地
償
は
約
半
世
紀
以
前

の
地
償
に
從

っ
て
み
る
ご
い
っ
て
可

い
。

所
で
此
約
孚
世
紀

の
問

に
は
、
農
業
技
術
は
著
し
く
進
歩

し
、
交
通
運
輸

の
便
も
大

に
開
け
、
國
民
縄
濟
の
状
態

は
全
く
面
目
を
改
む
る
に
至
っ
て
み
る
。
從

っ
て
土
地

の
股
盆
は
大
ε
な
り
、
延
て
其
地

慣
も
非
常

に
昂
騰

し
て

グ

み
る
。
是
が
故

に
昔
な
が
ら
の
地
償
を
裸
視
標
準
亀
し
て
税
せ
ば
、
其
地
主

の
持

っ
て
る
る
捲
税
力

に
適
癒
す
る

課
税
こ
な
ら

隙
の
で
あ
る
。
.

こ
れ
は

一
般
論
で
あ
る
が
、
爾
少
し
立
ち
入

っ
て
如
何
に
地
租
が
算
出
せ
ち
れ
陀
か
を
観
察
す
れ
ば
、
今
日
の

實
情
ε
相
距
る
こ
ε
の
濃

い
こ
ご
を
了
解
す

る
こ
ε
が
出
家
る
。
地
債
の
算
出
方
法
は
第

一
項
に
述

べ
陀
通
⇔
、

地
主
の
総
牧
入
よ
り
耕
作
其
他
の
諸
費
を
除
き
去
り
、
純
牧
盆
を
求

め
て
之
を
普
通
の
金
利
に
て
還
元
し
起
の
で

あ

っ
た
。
而
し
て
其
牧
穫
は
共
営
時
よ
り
過
去
五
年
の
牧
穫
で
み
り
、

米
償
は
卒
均
四
圓
十
八
銭
五
厘

で

あ

っ

た
。
還
元
率
た
る
金
利
は
⊥
ハ
朱
を
以
て
普
通
の
程
度

ε
し
た
が
、
平
均
、
田
は
大
栄

　
毛
掻
、
畑
は
⊥
八
乗
三
厘
張

ピ
な

っ
て
ゐ
虎
だ
い
ふ
こ
ξ
で
あ
る
。
此
計
算
の
基
礎
で
あ
る
牧
穫
高
は
五
年
間
の
季
均
で
あ
る
か
ら
、
豊
凶
の

唱



.

關
係
も
蕎

藷

配
せ
ら
れ
て
る
る
覧

て
宜
し
い
け
れ
ご
も
.
明
治
初
年
の
農
護

衛
冬

日
の
農
菱

磐

　

　

　

を
比
す

る
.ご
、
そ
・
に
非
常

の
懸
隔
が
曽

、
從
て
其
牧
穫
高
も
當
譬

言

ε
は
人
な

る
糞

を
生
じ
泰

て

る
。
の
で
あ
る
、
固

　

此
牧
穫

の
増
加
は
高
償
な
・
肥
料
を
用

ひ
た
る
に
も
負

ふ
所
少

く
あ
る
ま
い
が
・
.縫

　

が
増
し
て
み
る
以
吉

、
薫

の
み
・
・
も
士
勢

牧
金
縁

が
、
増

し
て
ゐ
を

見
ね
ば
な
轟

・
次
に
欝

に
就
て
之
を
見
・
に
、
世
界
警

時
に
於
て
例
外
的
に
高
-

ぼ

っ
た
が
、
今
日
に
於
て
は
米
は
二
+
五
罪

ら

、三
直

の
澗
を
棊

・
て
る
・
.
ザ
・
・
皆

制
定
講

の
六
七
倍
藁

・
可
…

　
す
る
瓦

黙
の
み
　

見

。
も
晶
倉

の
牧
叢

債
は
鱒

の
塞

皆

の
五
⊥ハ
七
倍
に
達
し
て
ゐ
を

い
は
ね
ば
な
畠

・
更
に
進

ん

つ

む

つ

む

む

　

む

で
還

輩

た
る
金
利
に
就
て
見

る
に
、
世
轟

以
来
、
大
讐

利
を
上
げ
て
み
る
が
・
呆

の
公
債
利
子
は
・
整

理
公
債

以
来
五
珠
を
標
準

こ
し
、
民
法
も
當
事
巷
間

に
特
約
な
.い
限
b
、
利
息
は
之
を
五
朱
ε
す

る
ご
定
め
て
み

る
か
ら
、
先
づ
此

の
如
き
場
合
に
於
け
る
還
元
牽
ぽ
五
朱
ε
す

べ
き
で
あ
る
・こ
思
ふ
。
地
儂
制
定
常
時

の
還
元
牽

が
六
栄
華

あ

っ
た
の
昆

校
す
れ
ば
、
正
し
二

朱
馨

落
し
て
を

の
で
あ
る
・
果
し
て
然
ら
ば
此
黙
の
み

よ
り
し

て
も

今
日

の
牧
盆

地
僧
は
當
時

の
地

償
よ
b

も
大

に
高

く
な

っ
て
楽
な

け
れ
ば

な
ら

の
。

む

む

む

次
に
宅
地
償
に
就
て
之
を
見
る
に
、
明
治
四
十
三
年

に
於
て
根
本
的
修
正
を
し
た
。
其
修
正
地
償
は
賃
貸
儂
楕

を
標
準

こ
し
、
還

護

に
依

っ
て
之
を
算
定
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
賃
貸
慣
格
の
+
倍
を
以

て
宅
地
磐

し
た
の

な

で
あ

る
、
賃

貸
憤
椿

の
十
倍

ご

い

へ
ば

,

一
割

の
金

利
を
以

て
還
元

し
た
や

う
に
も
見

ゆ
る
が
、
賢

は
賃
貸

儂

時

論

地

租

論

第
+
六
巻

(第
三
號

七
三
)

四
九
七

1



薩

論

地

租

論

第
十
六
籍

〔第
三
號

七
四
)

四
九
八

格
の
中
.よ
り
修
繕
費
ε
し
て
其
百
分
の
五
、

地
租
ε
し
て
地
債
の
百
分
の
二
・
五
、

其
他

の
公
課

ざ
し
て
地
償
の

百
分
の

↑
を
差
引
き
、
其
残
額
を
普
通
金
利
で
撮
一兀
し
た
の
で
あ
る
、
但
し
地
主
の
牧
盆

は
之
を
地
償
の
百
分
⊥
ハ

位
に
見
積

っ
て
み
た
の
で
あ
る
、
所
で
此
の
如

く
賃
貸
儂
格

の
十
倍
を
以
て
宅
地
債

ε
す

る
ε
、
従
来
の
宅
地
債

⑳
幾
十
倍
に
も
達
す
る
の
が
出
獲
る
こ
ε

、
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
は
飴
り
の
急
攣
で
あ
る
こ
し
、
市
街
宅
地

に
在

っ
て
は
從
家
地
贋
の
十
八
倍
、
郡
村
宅
地

に
在

っ
て
は
從
家
地
債
の
七
倍
二
割
を
超

ゆ
る
も
の
に
限
り
、
其
十
八

倍
叉
は
其
七
倍
二
割
を
以
て
修
正
地
積
ε
し
だ
の
で
あ
る
。

.

此
宅
地
艘
の
修
正
手
糟
を
見
て
も
、
既
に
修
正
の
當
時

に
於
て
、
牧
釜
の
非
常

に
多

い
宅
地

に
謝
し
て
は
牧
盆

の
割
合

に
地
慣
を
低
く
見
積

つ
た
こ
ご
に
な

っ
て
み
る
。
所
で
今
や
宅
地
償
の
修
正
め
つ
て
よ
り
十
数
年
の
星
霜

を
経
て
來
て
、
宅
地

の
賃
貸
償
格
は
大

に
騰
り
、
從

っ
て
宅
地
債
も
亦
非
常
に
騰
貴
し
て
み
る
、
殊
に
大
都
市

に

も

ヘ

へ

も

　

サ

も

な

カ

も

り

ヤ

で

セ

も

ロ

カ

も

も

し

ヵ

ヤ

た

も

で

も

も

も

ヤ

や

於
て
さ
う
で
み
る
。
是
が
故
に
宅
地
租
の
課
税
標
準
た
る
宅
地
償
は
比
較
的
近
年
の
修
正
に
か
、
る
に
拘
ら
す
、

容

弾

器

夢

憲

事

馨

馨

郵

駅
・富

暴

㌍

、
此
一
し
て
地
租
は
實
際
の
総

力
に
辱

な

い
税

ε

な

っ

て

み

る

。

亀

●

以
よ
は
我
国
の
現
在
の
地
租
が
各
納
税
者
の
据
税
力
に
慮
ぜ
な

い
税
こ
な

っ
て
み
る
こ
ご
を
明
に
し
た
の
で
あ

る
が
・
更
に
進
ん
で
群

∬

群

郵

鎧

画

働
総

潔

掌

事

功
蕎

、
総

寧

落

勢

患

家

秘
潔

い
禦
.
い
勲

奮

。
蓋
し
土
地
に
聞
し
て
撹

力
に
摩

る
撃

課
せ
ん
喜

ば
、
其
年
々
夢



'

'

其
土
地

よ
り
得

べ
き
實
際
の
純
股
盆
を
標
準
ε
せ
ね
ば
な
ら
兎
、
而
し
て
實
際
の
純
牧
盆
は
、
農
業
の
改
頁
如
何

に
依

っ
て
大
に
異
り
う
其
年
の
豊
凶

如
何
に
体

っ
て
叉
大

に
異
る

べ
き
で
あ
る
。
然

る
に
地
儂

制
度
に
あ
り
て

は
、
兵
威
其
年
の
牧
穫

の
大
小
に
拘
は
ら
す
、
文
典
穀
物

の
債
格

の
高
低
に
關
せ
す
、
年
々
歳

々
殆
ん
ご
同
じ
檬

の
課
税
を
な
し
綾
け
る
こ
ε
に
な
り
、
實
際
の
櫓
視
力
に
懸
け
離
れ
セ
る
挽
ε
な
る
の
で
あ
る
。
或
は
地
債
は
数

年

の
竿
均
牧
穫
を
土
台

ご
し
て
割
り
出
し
π
も
の
で
あ
る
か
ら
、
其
年
の
牧
釜
に
相
通
癒
せ
な
い
ご
し
て
も
、
数

年
の
問
を
孕
均
す
れ
ば
、
矢
張
b
貿
際
の
牧
盆

に
適
憲
す

る
ε
辮
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
激
。
併
し
乍
ら
此

の
如
き
論
法
を
以
て
し
て
も
、
全
然
牧
盆
な
き
場
合
を
辯
護
す

る
こ
、ξ
が
出
来
な

い
、
蓋
し
地
傾
決
定
の
際

に
五

ケ
年
の
李
均
牧
穫
を
取

っ
て
計
算
し
把
ε
し
て
も
、
無
敗
穫
の
年
を
考
慮
の
中
に
入
れ
て
置
い
た
も
の
で
な
い
か

ら
で
あ
る
。
既
に
我
国
に
於
て
凶
年
に
は
必
ず
地
租
の
減

冤
を
請
願
す

る
者
が
.頻
に
出
で
、
其
救

済
乎
段

ε
し

　

　

　

　

む

　

　

　

む

む

て
、第

一
に
は
地
租

延
納

制

度
が
探
用

せ
ら
れ

(明
治
+
年
大
政
官
布
告
六
+
二
號
、
凶
歳
租
税
延
納
規
則
)
第

二

に
は

、地

租
貸

　

む

む

　

　

　

む

　

　

與

制
度

ε
な

っ
て
凍
萌
治
+
三
年
第
三
+
一城
布
告
、備
荒
儲
蓄
法
、明
治
三
+
二
年
罹
災
救
助
基
金
法
)、
終

に
、
地

租
免
除

制
度

天

正
三
年
法
律
第

一
號
災
害
地
地
租
冤
除
法
)
が
行
ば

れ

る
に
至

つ
陀
。
此
地

租
冤
除
制

度
は
災
害
地

の
み
に
適
用
せ
ら

れ
る
も

の
で
る

る
。
藪

に
災
害
地

ε

い
ふ
は

,
北
海
遺
文

は
府

縣

の
全

部
叉

は

一
部

に
亘

る
災
害

又
は
天
候
不
順

に
依

り

牧
穫
皆
無

に
露

し
た

る
田
畑
を
指
す

の
で

あ

っ
て
、
其

納

税
義

務
者

の
申
請

に
依
り
、
其
年

分

に
限

っ
て
免
租

せ

ら

れ

る
の
で
め
る
。
尤

も
股
穫

皆
無

ε

い
ふ
も
實
際

の
取

扱

ξ
し
て
は

、
主
作

物

の

一
年
を
通

じ
た

る
牧
穫
額

が

隠

論

地

租

論

策
十
六
巻

く第
三
號

七
五
)

四
九
九

・
暫

7

引



時

論

地

租

論
.

第
十
六
巻

(第
三
號

七
六
)

五
〇
〇
.

平
年
作
の
凡
七
割
以
上
を
減
じ
た
る
場
合
を
も
包
括
し
て
み
る
。
是
が
故
に
牧
穫
が
卒
.年
作
の
三
割
以
下
に
過
ぎ

な
い
場
合
に
は
免
租
ぜ
ら
れ
る
こ
ご
、
な

る
の
で
あ
る
、
此
程
度
に
於
て
地
償
制
度
の
捲
視
力
に
悉
ぜ
ざ
る
の
鉄

黙
を
緩
和
す
る
ξ

が
出
家
て
る
る
。
併
し
乍
ら
凶
年

で
義

が
少
を

も
・
孕
年
作

の
三
割
以
上
あ
れ
ば
菟

租
の
恩
典
に
浴
す

る
こ
Σ
が
出
家
訟
.
叉
牧
穫
減
少
の
程
度
に
於
て
税
額
を
減
す

る
鐸

に
も
行

か
澱
。
從

っ
て
明

に
擢
視
力
に
鷹
憧
な

い
税
こ
な

る
の
.で
あ
る
。

以
上
鳳

凶
年

に
就
て
之
を
考

へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
豊
年
に
際
し
て
は
、
納
税
者
は
雫
年
よ
り
も
牧
釜
が
多
く

從
て
擢
視
力
に
富
む
こ
ご
に
な
る
が
、
さ
り
ε
て
地
償
を
裸
視
標
準

ε
す
る
以
上

、
其
年
に
限
り
飴

計
に
増
徴
す

る
こ
ご
が
田
楽
ぬ
。

一
艦
理
屈
か
ち
い
へ
ば

、
無
敗
穫
の
場
合
に
免
税
の
恩
典
を
與

へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ε
同
じ

理
由

に
依
り
、
異
常
の
牧
穫
を
得
る
際
に
は
、
増
徴
す

る
こ
ε
を
得
ね

ば

な

ら

ぬ
筈

で
あ
る
。
然

る
に
冤
税
の

恩
典
が
有
る
に
拘
ら
す
、
増
…徴
の
便
法
が
開
か
れ
て
る
な

い
の
で
あ
る
、
辻
棲
が
合
は
粗
制
度
ε
謂
は
ね
ば
な
ら

弧

。之
を
要
す
る
に
、
地
憤
准
課
税
標
準
ε
す

る
以
上
は
、
地
租
は
、
こ
う
し
て
も
措
税
力
に
悉
ぜ
な

い
税
ε
な

っ

て
来
る
の
で
あ
る
。

二
、
鰹
榔
即
理
潔
、
留
鰹
勢

び
駐

ぽ
旋
費
府
脚
碑
㌍
ゲ
貸
搾
が
㌍
ゲ
f
ガ
ボ
。

此
負
澹
の
添
公
李
は
、
地
償
が
如
何
に
定
め
ら
れ
ぢ

か
を
見
て
も
直
に
判
断
す

る
こ
ご
が
出
凍
る
。
地
租
改
正



幽

粟

は
明
治
七
ん
年
に
利
き

、
明
莞

年
+
年
若
誘

治
+
四
γ
五
年
に
完
成
し
た
の
雰

ケ
で
長
良

約
+

マ

も

カ

し

も

ロ

ぬ

ぬ

も

い

ち

　

ヤ

ヤ

ヘ

カ

へ

や

ち

ひ

や

も

し

し

年

に
重
ん
こ
す

る
歳
月
を
費
し

た
の
で
め

つ
陀
の
此

長

い
歳
月

の
問

に
終

始

一
貫

し

て
.遣
り
遂

げ
る

こ
ε
は
出
家

マ

ヤ

リ

カ

な
か
っ
た
。
地
方

に
依

っ
て
は
他
日
の
修
正
を
期

し
怱
卒
の
問

に
業
を
竣

つ
た
所
も
あ
り
、
叉
地
方

に
依

っ
て
は

も

ヤ

も

カ

ち

も

も

へ

も

し

つ

マ

も

ヘ

へ

散
ら

に
地
償
を
低
く
算
定
し
π
所
も
あ
っ
た
。
是
に
出
て
之
を
観
れ
ば
、
地

儂
を
定
め
穴
當
初

に
於
て
既
に
者
地

、

、

、

、

、

、

、

・

、

、

、

鴨

、

、

、

、

、

、

価

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ゼ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

方
問
に
公
牛
を
得
て
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
所

で
共
営
初
に
於
て
各
地
圭

の
間
に
負
擢
の
公
季
を
得

て
み
た
も

も

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

も

も

ヨ

ゆ

ヒ

お

ち

ヤ

も

カ

も

へ

も

も

め

う

め

へ

も

の
に
あ

っ
て
も
勺
時
世

の
進
む

に
從

ふ
て
負
措

の
不
公
半

を
生
す

る
に
至

っ
た
。

そ
れ
こ

い
ふ
も
農
業

の
改
頁

、

交
通
機
關

の
嬰
達

、
都

市

の
膨

脹
が
各
地

を

通
じ

て
全

く
同

一
歩
調

で
進

ん

で
み
な

い
か
ら

て
あ

る
。
.換
言
す

れ

ば
農
業

の
改
頁

の
大
に
進

め
る
地

方

に
あ
り

て
は

、然

ら
ざ

る
地

方

よ
り

も
、
叉
交
通
機
關

の
獲

達

せ
る
地
方

に
あ

り

て
は
、
然
ら
ざ

る
地

方
よ
b
も
、
更

に
都

市
の
膨
脹

し

て
已
ま
ざ

る
駈

に
あ
り

て
は
、然
ら

ざ

る
地

方

よ
り
も
、

ぬ

う

も

も

コ

ヨ

も

へ

も

や

も

で

ヤ

へ

も

へ

り

も

し

あ

遙
に
早
く
地
贋
の
昂
騰
を
見
る

べ
き
で
あ
る
。
此
く
し
て

一
定

の
時

に
於
て
地
儂
が
各
地
方

の
問
に
、
公
竿

に
走

り

も

も

も

い

へ

む

り

コ

も

ミ

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヤ

も

カ

　

ネ

カ

へ

め

め
ら
れ

て
あ

っ
て
も
、
軈

て
又
不
公
平

に
な

っ
て
仕
舞

ふ

の
で
あ

る
。
我
國

の
現
状
は

正
し
く
そ
れ

で
あ
る
。

ロ

　

ゆ

む

む

　

む

　

　

　

り

　

む

ロ

む

む

む

ハ
ロ

む

む

ゆ

む

む

む

　

　

む

む

む

ら

　

む

　

三
、
地
租

に
は

免
税
黙

が
無
く
鳥
其

の
視

牽
も
相
當

に
高

い
か
ら

、
極

め
て
僅

か
な

る
土
地

を
有

す

る
者

も
、

ゆ

む

む

つ

む

　

　

ほ

む

り

む

じ

　

　

む

比
較
的
重

い
負
捲

を
な
す

こ
ご

、
な

る
。

地
租

は
他

領
に
謝

し
て
客
観

的

に
課
枕
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら

、
免
税
黙

の
規
定

が
設
け
ら

れ
て

み
な

い
。
同

じ
ぐ
牧
盗

視

で
あ

っ
て
も

、
螢
業
視

に
於
て
は
大
資
本

を
擁

し
て
鞍
む
螢
業

の
外

は
発
現
黙
を
存

し

て
み
る
、
此

時

論

地

租

論
.

第
十
六
巻

(第
三
號

七
七
)

五
〇
一

r



ド

時

臨

地
、

相

論

第
十
六
巻

(第
三
號

七
八
)
.
五
〇
二

黙
に
於
て
地
租
は
讐
業
挽
に
謝
し
椹
衡
を
得
て
み
な

い
。
尤
も
地
租
に
あ

っ
て
免
稔
黙
の
規
定
が
な

い
ご
い
ふ
の

も

一
慮
理
由
の
熱

い
こ
ε
で
は
無

い
、
蓋
し
免
税
黙
は
同

一
租
税
義
務
者

の
納
付
す

る
地
租
の
纏
額

に
就
て
之
を

定
め
ね
ば
な
ら

鳳
の
に
、
現
制
度
に
於
て
は
各
納
税
者
が
同

一
市
町
村
内
に
於
て
有
す

る
同

一
地
目
の
地
儂
を
の

み
合
計
し
、
其
同

一
納
税
者
が
同

一
市
町
村
内
に
於
て
有
す

る
別
地
目
の
地
償
や
、
他

の
市
町
村
内
に
於
て
有
す

る
同

一
地
目
叉
は
別
地
目
の
地
偵
を
通
算
せ
な

い
で
、

別
々
に
賦
課
す
る
こ
ざ
、
な

っ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
所

が

一
歩
を
進
め
て
考
ふ
れ
ば
、
糠
業
穐
も
亦
同

一
人
が
異

っ
た
管
渠
場
に
於
て
同

一
若
は
異

っ
た
る
瞥
業
を
な
す
、

場
合

に
原
則
ご
し
て
各
瞥
業
場
毎

に
叉
瞥
業

の
種
類
毎

に
課
税
標
準
を
計
算
し
各
別
に
課
税
す

る
こ
ご

、
な

っ
て

み
る
。
從

て
地
租
に
於
て
同

一
人
に
属
す
る
同

一
市
町
村
内

の
同

一
地
目
毎
に
税

す

る

ε

選
を
異

に
し
て
み
な

い
。
然
る
に
螢
業
視
に
は
免
税
黙
の
規
定
を
設
け
、
地
租
に
は
其
規
定
を
快

い
て
る
る
の
で
あ
る
、
両
者
の
問
に

権
衡
を
得
て
み
な

い
鐸
で
あ
る
。
若
し
笹
葉
視
に
冤
挽
黙
を
定
む
る
こ
ご
㌍
是
認
す
れ
ば
、
地
租
に
も
冤
視
黙
の

制
度
を
置
か
ね
ば
な
ら

鳳
o

　

　

　

む

む

地
租
の
視
牽
は
種
々
の
鍵
遷
を
脛
て
る
る
。
其
初
め
明
治
⊥
ハ
年
の
地
租
改
正
條
例
に
於
て
は
、
地
償
の
百
分
の

三
ε
定

め
て
み

つ
た
が
、
明
治
十
年
に
之
を
地
儂
百
分
の
二
・五
ε
し
、
.明
治
十
七
年

の
現
行
地
租
條
例

の
制
定
せ

ら
る

、
に
及
ん
で
も
、
比
率
を
改
め
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
に
至

っ
て
市
街
宅
地
租
は
地
償
百
分
の
五
、
其

讐

土
地
の
地
理

地
慣
百
分
の
三
・三
・嵩

め
セ
。明
治
三
+
七
鼻

摘

三
+
八
年
の
非
常
時
刎
視
法
が
劇
症

6



/

■

ρ

葺

農

び
器

嘗
綜

郡
培
裡
地
番
灸

・
瑠

雛

僧
勢

・モ

藷
倣

土
地
は
習

募

の
五
・吾

な
っ
た
。
明
治
四
+
三
年
宅
地
慣
の
修
正
が
め
つ
π
ざ
兵

長

塁

は
募

の
二
.

五
妄

り
・
田
鑑

租
の
塞

蟻

警

分
の
写

七
・
弩

、最
後
・
大
正
三
年
の
整

・
鰹

、
田
畑
地
租
は

畿

募

の
四
・吾

な
っ
た
の
で
・
・
。是
獲

行
墾

で
宏

.
理
窟

奮

籍

整

條
例
罐

の
馨

比

す
れ
ば
、
正
に
五
割
の
禰
摩
で
あ
る
。

地
租
讐

霧

奮

地
磐

を
季

…

大
禮
西

砥
糞

割
倉

・
・
て
る
置

・
六
罠
は
奮
幕

時
代
の
五
公
五
香

芒

減
挽
せ
ら
れ
把
こ
・
・
な
.つ
て
ゐ
・
が
、
ぞ
窄

・
土
餅

得
・
四
割
・
奮

、
ざ
に

な
る
呈

・地
租
塗

↑

べ
蚤

い
税
で
・
つ
た
繭

は
ね
ば
な
鼻

.
農

・
募

三
惹

募

の
二
.五
ε
い

.

ふ
馨

に
就
て
登

・
も
・
棲

叢

盆
　

割
畠

轟

而
蚤

除
の
羅

生

日
・
書

・
れ
て
る
る
喜

ば

暴
れ
亦
驚
(
べ
き
高
峯

で
あ
・
嘉

せ
ね
ば
・
畠

.
財
窺

の
新
設
・
暴

す
る
者
・
・
の
墓

の
雰

の

.

∵
五
を
以
て
元
本
を
嶺

す
・
も
の
で
…

批
難
彪

の
で
・
・
が
、藷

饗

以
・
推
せ
ば
、
地
理

其
常

時
に
於
て
最
も
甚
し
一
元
本
を
侵
蝕
し
た
も
の
で
あ
る
書

せ
ね
ば
な
ら
澱
。

.

創

の
地
租
の
馨

農

相
當
鷺

芒

・
五
割
方
高
舟

・
泰

て
る
・
か
ら
、

豆

非
常
・
重
税
こ
な
っ

て
み
る
や
乱

も
思
は
れ
る
詳

し
乍
ら
他
の
方
面
よ
-
饗

す
れ
ば
、
實
際
の
農

が
大
に
騰
貴
し
泰

て
る

時

鈴

地

租

論

、

筆

蓉

第
三
競

迄

五
ゆ
三
.



時

論

地

租

論

華

奮

(第
三
雑

人
。
)

五
。
四

る
の
に
、
曲
.
な
が
ら

の
地

、馨

改

め
す
に

る
る
の

で
あ

・
か
ら
、
税
詮

増

し

て
來

て
る

る
に
拘
ら
実

實
際

の

牧
盆
に
撃

・
轟

・
割
倉

寧
・
減
・
・
來
て
る
…

は
ね
ば
な
ら
堅

所
で
更
三

歩
遙

め
て
㌘

れ

ば
、
改
租
籍

に
於
て
は
、
地
租
中
、劣

欝

で
あ
っ
奉

で
あ
・
が
、
倉

・
於
・
議

租
・
所
糧

を
璽

税
`
な

っ
た
、
從

っ
て
地
主
は
所
得
税
・
於
て
税
せ
ら
れ
、
更
・
地
租
・
於
て
税
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
・
是
が
故

。
智

の
修
正
な

か
ど

欝

め
に
、
藻

の
版
金
爵

す

・
地
慣
の
響

は
奉

減
じ
て

み
る
ご
し
て
も
・
地

主

の
債
権
は
大
燈

に
重
く
な

っ
て
凍
て
み

る
ご
謂

は

ね
ば
な
ら

組
。

四
、
簿

露

盤

蓼

禦

謬

答

で

却
ハ鷹

四
葬

算

駕

・

地
租
は
地
償
を
雛

肇

こ
し
議

し
、
共
地
懲

,
薩

・
於
・
修
正
せ
ら
れ
な
・
か
ら
・
土
地
の
縫

如

廻

拘
享

、
茜

庫
・
齎
義

人
は
穿

墜

殆
ん
三

足
し
て
動
か
な
い
・
唯
霜

地
著

租
地
蔵

る
も

の
、
新
開
地
及
鑑

の
霜

野

な
る
も
の
、
低
償
の
年
期
明
暮

る
も
の
、
開
拓
の
年
雛

寒

る
も
の
・
開

墾
の
翳

す
る
も
の
、
普

鑑

、
地
類
、攣
馨

の
行
は
る
る
も
の
が
輩

精

管

あ
っ
て
・
そ
れ
誓

租
地

の
発
駕

寒

・
も
の
、
荒
地
毒

・
も
の
、
災
、害
地
の
免
租
を
箏

・
ξ

な
・
も
の
よ
り
も
多
い
の
が
常
で

あ
り
、
そ
の
差
だ
け
は
芳

地
租
の
牧
入
を
増
す
7.』
ミ

な

っ
て
み
る
・

壌

誓

響

に
磐

・
霜

携

扇

蕃

及
地
租
を
奪

芸

の
如
・
・



.

年

(
一
月

一
日

)

明

治

四四四四四四

大

正

三 二 五 四 三 二 ・一c

段

別

一四
、
一
二

、
忌

力
西

一
四
、
δ

[至

(

・
O

西

、
冒一空

謹

天

心

一
四
、
四
七
E
、
四
幅
七
,
石

西

、
五
重
八
、五
.石

壱

西

、
山(合

、
竪

(
・
一　

西

2

吾

尤

天

・
八

面

べ

莞

、
四
…天
∴

地

領

「
四
〇
(
、≦

四
、
誓
八

…、四
〇
六
、査

O
、突

三

一
、
隅
O
〈
、四
昌
八
、
六
(
三

て
四
=

西
一三
、≦
火

一
霞
O
穴
三
合

、八
(八

一£
〇
六
、棄

禁

五
竜

一
J
O
ゼ
、召

二
君
豊

一
£

=
、五
六
.
…
煮
…一六

.

雑
五四四錯

金

、四〇
一
、突
…

、
会

、憂

、]三
五

　難

　師　　
　

霊

、党
畢
、合

四
皿

賃
墾
延

年

2

一一 一..
』 月

一 〇 九 八 七 六 五 四 日
)

段

別

西

、
空

0
、
茜

妬
∴

西

、
茜

一一
δ

窒

・
穴

蓋

δ

〈
五
、
合

唱
・
　【

註

δ

入

、
六
9

・
六

器

、
…
(
三
べ

三

・
ゼ

一
就
、
二
(
六
、
二
四
内
●
四

一就
、四
一
八
、
六
五
ユ
.
四

…誓

大
繭
、
竺
四
壱

地

債

…
£

0
(
、蓋

三
8

△

】
£

壼

、
三
音
一δ

六
…

一
、
力
昌
昌
、
六
一
七
、
(
四
(

一
、
力
二
.一、
〈
≦
黛
六
空.

・
…
、
力
鷲
四
、
O
「「ゼ
、
六
四
訊

一
、
力
尭

、
六
四
質

一
塩

一
、
力
四
五
、
二
五
力
、
姐
四
一

一
£

五
二
、
一天
九
、
(
吾

地

租

ゼ
モ
港

0
、八
充

七
三
、胃天
温
、
一
コ

薯

、六
葉

、冒一…O

豊

、巻

六
二
ユ

七
斉

欠

剛
δ
謁

茜

二
剛
0
、八
四
穴

七
四
、二
四
八
君

貢

茜

、圏
高

倉

窒

此
表
に
依

っ
て
之
を
蜆
れ
ば
、
從
來
地
租

の
股
入
の
攣
動
し
な
の
は
、
圭
ε
し
て
税
率
の
攣
化

に
因

る
も
の
ε

見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即

ち
明
治
四
十

二
年
迄
、
八
千
五

百
萬
圓

の
牧
人
が
め
つ
π
の
は
、
非
常
特
別
税
法
に
依
る
税

率
が
高

か
か
つ
π
爲
め
で
め
し
、
明
治
四
十
三
年
よ
り
大
正
三
年
迄
、
七
千
五
百
鯨
萬
圓
に
減
じ
た
の
は
、
圭
ε
し

て
田
畑
地
租
の
税
率
が
更

に
千
分
の
三
程
輕
減
せ
ら
れ
た
の
に
因

っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
四
年
来
は
多
少
の
増
減

を
見
る
に
過
ぎ
鎗
、
以
て
如
何

に
地
租
の
牧
入
が
弾
力
性

に
乏
し
き
か
を
知

る
べ
き
で
あ
る
。
、

む

む

ロ

む

む

む

っ

つ

む
　
む

　

む

　

む

む

む

む

　

む

　

五
、
地

租
は
所
得

税

の
補
足
税

で
あ
り
乍

ら
、
其

徴
税
上

に
於

て
は
毫

も
所
得

税

ξ
相
補

ふ
所

が
な

い
。

.

地
租

は
、
地

慣
を
課

税
標
準

ご

し
て
課
税
す

る
の

で
あ

っ
て
、
年

々
の
牧
人

が
殆

ん
ざ

一
定

し
て
動

か
な

い
こ

ε
は
、
前
述

ぶ
る
通

b
で
あ

る
が

、
地

ま
の
土
地

よ
り
得

る
所
得

は
年

〃
歳

々
必
ず

し
も
同

じ
で
な

い
、

そ
は
牧

穫

の
上

に
於

て
異
り

(小
作
地

に
あ

り

て
も

小
作
争

議

の
如
何

に
依
b
小
作
米

ざ
し

て
得

る
額

に
相
違

を
生
す

る
)

時

論

地

租

論
.

、

第
†
六
巻

(第
三
號

八
一)

五
Q
玉

サ

.



時

論

地

租
、.

論

第
千
六
巻

(第
三
號

八
二
)

五
Q
犬

殺
償

に
於
て
異

る
か
ら

で

め
る
。
是

が
故

に
所

得
税

に
於

て
は
、
地
債

を
参
考

こ
し

て
、
地
主

の
所

得
を

定
む

る

こ
ご
が
山
塞

諏
。
現

行
所
得
税

法

に
於

て
は
、
阻
畑

の
所

得
は
前

三
年
間
毎

年
の
総

収
入
金
額

よ
り
必

要

の
経
費

を
挑
除

し
た

る
も

の

、
卒
均

に
依
り
算
出

す

る
こ
ご

、
定

め
て
み

る
。

第
三

地

租

慶

止

論

前
項

に
述

べ
た
通
b
、
現
行
地
租
に
は
重
大
な
る
映
黙
が
あ
る
。
其
第
三
訣
黙
た
る
免
税
黙
の
無

い
こ
ε
や
税

率
の
高

い
こ
ε
は
、
現
行
地
租
條
例
に
改
正
を
加

へ
ば
、
共
弊
を
除
く
こ
ご
が
出
来
る
。
其
他
の
訣
黙
に
至

っ
て
.

は
皆
課
税
標
準
た
る
地
慣
制
度
に
根
ざ
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
償
制
度
を
屡
す

る
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
之

を
根
絶
す

る
こ
ε
が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
行
地
租
を
塵
止
す
る
ε
い
ふ
諭
が
起

っ
て
來
る
の
で
め
る
。

所
で
目
下
我
國
に
於
て
天
蓋
ま
し
一
論
皆
ら
れ
て
る
る
地
租
腰
止
論
は
、
必
ず
も
も
此
他
償
制
度
の
飲
黙
よ
b

立
論
し
て
み
る
ε
限
ら
蹟
。
或
は
管
渠
枕
を
腹
す
る
道
伴
れ
に
地
租
を
も
屡
せ
ん
ご
す
る
が
あ
り
、
或

は
農
村
の

負
据
を
軽
く
せ
ん
が
爲
め
に
國
枕
ε
し
て
の
地
租
を
慶
せ
ん
ε
す
る

が

あ

る
。

叉
是
等

の
地
租
廃
止
論
の
中

に

は
、
之
に
代
は
る
べ
き
税
を
立
て
る
こ
ε
を
條
件
ε
し
て
之
を
壊
せ
ん
ε
す

る
が
あ
り
、
或
は
何
等
代
は
る
べ
き

税
を
立
て
な

い
で
無
條
性
的
に
之
を
屡
せ
ん
だ
す
る
が
あ
る
。
俵
に
前
者
を
條
件
付
腰
止
論

ビ
名
け
、
後
者
を
無

條
件
的
贋
止
・論
ε
名
け
て
置
き
、
逐
次
に
之
を
吟
味
し
て
.見
や
う

蓬
思
ふ
.



身

一
、
無
條
件
的
廃
止
論

無
徳
件
的
塵
止
論
ご
は
、
國
桃
ピ
し
て
の
地
租
を
塵
し
、
而
も
何
等
之
に
代
は
る

べ
き
租
挽
を
立
て
な
い
で
置

か
う
ε
い
3
.議
論
を
緬
指
し
て
い
ふ
。

一
、
無
條
件
的
塵
止
論
を
主
張
す
る
者
は
、
螢
葉
枕
屡
止
運
動
者

ご
革
新
倶
樂
部
ご
政
友
會

ご
で
み
る
。

　

む

む

　

　

こ

む

瞥
業
税
磨
止
運
動
者
は
、
商
工
業
者

の
團
髄

で
あ
る
が
、
其
中
に
は
、
そ
の
瞥
業
税
の
み
の
塵
止
を
主
張
し
て

も
、
其
終
に
蟹
行
し
得
ら
れ
ざ
る
を
見
て
取

っ
て
、
地
租
を
も
其
道
件
れ
に
屡
止
せ
ん
ご
し
て
み
る
も
の
が
あ
る
。

之
を
管
業
挽
塵
止
運
動
者
の
地
租
塵
止
論
ε
い
ふ
。
比
論
は
謂
は

ゴ
漱
本
主
義
で
あ

っ
て
、
其
主
張
者

に
熱
が
あ

る
鐸
で
な
い
。
從
て
飴
り
人
に
知
ち
れ
て
も
み
な

い
。
併

し
管
業
税
廃
止
運
動
者
が
地
租

の
廃
止
を
も
唱
ふ
る
以

上
は
之
を
地
租
壌
土
論
者

の
中
に
列
ね
て
世
か
ね
ば
な
ら
沁
。

む

む

　

つ

り

　

革
新
倶
楽
部
は
、
地
租

ご
管
渠
税
ざ
を
擧
げ
て
地
方
税
に
委
譲
す

べ
き
で
あ
る
ε
主
張
し
、
既
に
第
四
十
六
議

會

に
そ
れ
に
關
す

る
法
案
を
提
出
し
て
み
る
。

'

む

ワ

む

政
友
會
は
地
租
を
地
方
視
に
委
譲
す

べ
き
で
あ
る
ε
提
唱
し
、其
建
議
案
を
第
四
十
六
議
會
に
提
出
し
て
み
る
。

此
等
の
議
論
は
互
に
多
へ少
異
っ
て
み
る
け
れ
こ
も
、
國
桃
ε
.し
て
の
地
租

を
慶
し
て
共
代
り
の
税
を
立
て
や
う

達

せ
な

い
こ
ε
に
於
て

一
致
し
て
み
る
。
是
れ
私
が
是
等

の
議
論
を

一
括
し
て
無
條
件
的
塵
止
論
ご
名
く
る
所
以

で
あ
る
。

時

論

地

租

諭

.

第
十
六
巻

(第
三
號

八
三
)

五
〇
七

一



一
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時
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論

地
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相

論

第
十
六
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號

八
四
)

五
q
八

.

二
、
無
條
件

的
塵
止

論

は
以
上
論

ず
る
が
如
く

に
し
て
、
我

國
に
於

て
相

當
権
威
を
持

っ
て
み
る
の

で
あ
る
が
、

併

し
何
故

に
之
を

磨
止

す

る
か
の
理
由
を

明

に
せ
な
け
れ
ば

、
叉
之

を
慶
し

て
も
税
制

を
素
手

も

の
で
な

い
こ
ざ

を
明

に
せ
な
け

れ
ば
、

何
人
を
も
首
肯

せ
し
む

る
こ
ε
が
出
来

な

い
。

　

む

む

つ

ロ

む

む

む

　

　

　

然
ら
ば
何
故
に
地
租
を
塵
止
す
る
か
ε
い
ふ
に
、
其
理
由
は

一
で
な
い
。
革
新
倶
樂
部
の
如
き
は
、
國
民
負
櫓

の
輕
減
を
圖
b
、
其
餓
力
を
生
産
的
事
業
の
方
面

に
用
ひ
し
め
て
産
業
立
国
の
根
本
に
資
す

べ
き
で
め
る
こ
い
つ

て
る
る
。
此
論
理
よ
り
す
れ
ば
税
率
を
低
く
し
て
地
租
の
輕
減
を
圖

る
ε
選
ぶ
所
が
な
く
な
る
の
で
め
る
。
若
し

地
租
を
全
然
廃
止
す

べ
き
で
あ
る
ε
主
張
す

る
な
ら
ば
、
地
租
は
之
を
艇
止
せ
ざ
れ
ば
其
弊
を
除
き
去
る
こ
ご
が

出
水
露
ε
い
ふ
こ
ε
に
論
理
を
探
ら
ね
ば
な
ら
激
。
果
し
て
然
b
ご
せ
ば
、
前
項
に
述

べ
た
る
が
如

き
鉄
黙
を
擧

げ
、
そ
こ
に
共
産
止
の
論
撮
を
求
め
ね
ば
な
ら

狙
。
所

で
地
租
の
鉄
黙
は
圭

こ
し
て
地
儂
制
度
よ
b
來

っ
て
み
る
。

故
に
地
儂
制
度
を
根
本
的
に
改
む
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
地
租
の
歓
黙
は
之
を
棋
絶
す
る
こ
ε
が
出
来
阻
。
夫
の
地

租
は
峡
黙
が
多

い
か
ら
.
国
税
ご
し
て
之
を
膜
し
地
方
税
に
委
譲
す

る
ε
い
ふ
が
如
き
は
意
味
を
な
さ
濾
。
国
税

ε
し
で
峡
黙
多
き
地
租
が
、
地
方
税
に
移

っ
て
行

っ
た
ε
て
、
直
ち

に
鉄
黙
な
き
も
の
ご
な
ら

訟
か
ら
で
あ

る
。

そ
こ
で
地
租
委
譲

論
は
地
租
の
敏
黙
を
除
き
去
る
こ
ご
を
目
標

ε
し
て
み
る
ε
い
は
ん
よ
し
も
、
地
租
の
負
携
を

軽
減
す

る
こ
ε
を
目
標
ε
し
て
み
る
ε
い
は
ね
ば
な
ら

訟
。
若
し
地
租
委
譲
論
が
地
租

の
訣
黙
を
除
き
去
る
こ
ご

を
も
目
的

ざ
し
て
み
る
ε
せ
ば
、
地
租
を
委
譲
す

る
せ
同
時
に
現
行
地
租
制
度
を
改
正
す

る
こ
ε
を
條
件
ε
せ
ね



ば
な
ら

澱
。
さ
う
な

る
ξ
地
租
騒
止

論
で
な
く

し
て
地

租
改

正
諭

ε
な

っ
て
来

る
の
で

あ
る
。

ロ

　

　

む

む

む

む

む

ほ

ひ

む

む

む

む

　

む

む

ロ

=
一、
次
に
地
租

の
塵
止
が
税
制
の
上

に
及
ぼ
す
影
響
如
何
ε

い
ふ
に
、
地
租
が
螢
業
挽
ε
共
に
塵
止
せ
ら
れ
る

場
合

ε
地
租
の
み
が
屡
止
せ
ら
れ
る
場
合
ε
を
匠
別
し
で
考

へ
ね
ば
な
ら
漁
。■

　
　

ほ

　

む

　

む

　

　

　

　

む

　

　

　

　

む

む

　

り

　

む

む

む

り

第

一
に
地
租
の
み
が
塵
止
せ
ら
れ
て
瞥
業
税
が
磨
止

せ
ら
れ
諏
場
合
は
、
.牧
盗
視
制
度
を
愈
々
不
完
全
な
る
も
の

ε
し
、
都
鄙
の
間

に
負
捲
の
不
公
卒
を
來
た
す

こ
ε
ε
な
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
地
租
ε
瞥
業
視
ξ
は
牧
盗
視
の
両

翼
を
成
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
其

一
を
塵
し
て
其
二
を
存
す

る
こ
ε
は
當
を
得
な

い
。
其
論
理
は
管
渠
挽
を
摩

し
て
地
租
を
磨
せ
な
い
場
合
も
、
地
租
を
塵
止
し
て
螢
業
税
を
腹
止
せ
な

い
場
合
も
、
相
異
る
所
が
多

い
。
鞍
業

税
を
腹
し
て
地
租
を
塵
せ
な
い
場
合
に
就
て
は
、
嘗
て
本
誌

に
於
て
詳
論
し
た
こ
・し
が
あ
る
。
真
際
に
述

べ
た
理

屈
は
地
租
の
み
を
屡
し
螢
業
税
を
存
し
て
置
か
う
ε
す
る
場
合

に
全
然
當
て
餓
ま

る
の
で
あ
る
。
故

に
私
は
再
び

藪
に
詳
論
す
る
こ
ε
を
避
け
、
環
に
不
當
で
あ
る
ε
い
ふ
断
案
を
下
し
て
置
く
。

ゆ

り

ヘ

ロ

へ

以
上
の
論
は
叉
地
租
委
譲
論
に
も
嘗
て
簸
め
る
こ
ε
が
出
来
る
。
即
ち
管
業
視
の
み
を
委
譲
し
て
地
租
を
委
譲

も

ヤ

カ

ヤ

エ

も

ヘ

ヤ

ヤ

へ

　

ヤ

う

ヵ

も

カ

ヘ

へ

ぬ

ゆ

や

も

ヘ

モ

も

も

も

マ

せ
な
い
の
が
不
當
で
め
る
ざ
同
様

に
、
地
租
の
み
を
委
譲
し
て
瞥
業
税
を
委
譲

せ
な

い
の
竜
亦
不
當
ε
謂
は
ね
ば

ル

マ

も

な
ら

興
。

地

租
委
譲

論
は
此

の
如

く
不
當

で
あ

る
が
、
或

は
斯

う
辯
護

す

る
か
も
知

れ

ぬ
。
即

ち
地

租
委
譲

は
牧

益
税
委

譲

の
第

…
歩

で
あ

る
、
後

に
は
軈

て
久
螢

業
視

匹
委
譲

ε
な

っ
て
來
ね
ば
な
ら

諏
。
只
地
租

ε
管
渠
税

・し
を
二

つ

時

論

地

租

論

策
十
六
巻

(第
三
號

八
五
)

五
Q
九

1〕 拙稿、糟業穐論(本 誌第十 五巻第 四號129頁 以下)



時

弘画

地

和
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W
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聡
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五

一
〇

乍
ら

一
時

に
委
譲

す

る
こ
ε
は
財
政

上
困
難

で
あ
る

か
ら

、
假

に
此
過
渡
的
時

代
を
設
く

る
の
必
要

が

あ
る
ご
。

此

の
如

く
論

ず
れ
ば
、
臨
時
財

政
麗
濟

調
査
會

の
答

申
案
た

る
地
租
瞥
業

税
の
半
額
委
譲

ε
同

工
異
曲

で
あ

る
ε

い
は
ね

ば
な
ら

ぬ
。

哩

　

サ

ワ

リ

む

む

ロ

む

む

む

　

む

む

む

　

　

む

む

　

む

む

　

第
二
に
、
地
租
ε
讐
業
税
ε
を

一
緒
に
廃
止
し
若
は
委
譲
す

る
場
合

に
就
て
考
ふ
る
に
、
地
租
の
み
を
廃
止
し

着
は
委
譲
す

る
場
合
よ
り
も
更
に
論
理
に
適

っ
て
み
る
ε
謂

へ
る
。
蓋
し
此
の
如
く
す
れ
ば
、
都
郡
の
問
に
於
け

る
負
憺
の
不
公
卒
を
生
す

る
こ
ε
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。但
し
地
租
ε
醤
業
視
ご
を
同
時
に
委
譲
す

る
ε
き
ば
、
国

庫
は

一
時
に

　
億
三
千
萬
圓
の
牧
人
を
失
ふ
ご
ε
、
な
り
、
我
国
の
財
政
上
、
牧
支

の
不
均
衡
を
来
た
す
虞

が
あ

り
、
容
易
に
貴
行
し
得
ら
れ
阻
で
あ
ら
う
。

四
、
以
上

は
地
租

の

磨
止
若
は
地
方
委
譲

を
警
乗
挽
の
塵
止
若
は
地
方
委
譲

に
關
聯
し
て
考

へ
た
の
で
あ
る

コ

む

　

む

　

　

む

の

　

　

　

ロ

む

む

む

む

　

む

む

む

む

む

む

コ

が
、
更
に
進

ん
で
地
租

の
塵
止
若
は
地
方
委
譲
を
所
得
税

に
關
嚇
し
て
考
ふ
る
に
、
地
租

の
磨
止
若
は
地
方
委
譲

は
牧
益
税
の

　
支
柱
を
殿

っ
て
以
て
所
得
税
ε
牧
益
税
ご
野
立
し
て
み
る
税
制
を
打
ち
壌
は
す

こ
ざ
に
な
る
。
さ

う
な
る
ε
國
視
た
る
直
接
税
に
於
て
財
産
重
課
殊
に
財
産
所
得
重
課
の
趣
旨
を
達
す
る
こ
ご
が
出
來
な

い
、
是
れ

税
制
を
整
理
す
る
所
以
で
な
く
し
て
、
税
制
を
齪
だ
す
も
の
で
め
る
。
そ
こ
で
地
租
は
特
業
視
ざ
共
に
其
身
代
は

り
な
一
し
て
之
を
塵
止
し
若
は
地
方
視
に
委
誑
す

べ
き
で
な

い
ざ
論
断
せ
ね
ば
な
ら

漁
。

一
一

條
件
付
磨
止
論



　

　

　

　

　

　

一
、
條
件
付
磨
止
論
は
、
地
租
を
廃
す
る
ご
同
時
に
其
身
代
は
り
ε
な

る
べ
き
税
を
起

さ
ん
ε
す
る

も

の

で

あ

お
。
臨
時
財
政
経
済
調
査
會
の
答
申
案

の
如
き
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
共
答
申
案
は
前

に
も
述

べ
た
通
り
国
税
ざ

し
て
は
財
産
税
を
起

し
、
從
來
の
国
税
地
租
は
之
を
地
方
税
に
委

譲

せ

ん
ξ
す

る
の
で
め
る
。
此
場
合

に
於
て

地
租
の
身
代
は
b
は
財
産
視
の
中

に
存

し
て
み
る
鐸

で
あ
る
。
此
の
如
き
財
産
税
を
起
す
こ
ε
は
大

に
理
由
が
あ

る
こ
ε
で
あ
り
、
地
租
を
地
方
枕
に
委
譲
す
る
こ
ε
も
亦
當
を
得
て
み
る
こ
ε
で
あ
る
。
是
れ
亦
私
が
嘗
て
財
産

挽
論
弁

に
直
接
税
制
度
整
理
論
の
題
の
下
で
、
本
誌
に
於

て
詳
論
し
た
所

で
め
つ
て
、
藪

に
再
び
説
く
必
要
が
無

い
。
之
を
要
す
る
に
係
件
付
地
租
磨
止
論
は
相
當
な
る
理
由
を
具

へ
て
る
る
電
評
せ
ね
ば
な
ら

諏
。

二
,
臨
時
財
政
経
済
調
査
會

の
案
は
國
枕

ξ
し
て
の
地
租
を
地
方
税
に
委
譲
す

る
の
方
針
を
立
て
乍
ら
、

一
.時

に
之
を
決
行
す

る
の
で
な
く
、
先
づ
其

[
牟
を
委
譲

し
後
財
産
税

の
完
成
す
る
葱
待

っ
て
他
の

一
宇
を
委
譲
せ
ん

ご
す

る
の
で
め
る
。
然
ら
ば
其
過
渡
的
時
代

に
於
て
地
租
を
如
何

に
す

る
か
ξ
い
ふ
に
、
現
在
の
盤
に
放
任
し
何

等
改
正
を
加

へ
や
う
さ
も

せ
な
い
の
で
あ
な
。
之
に
反
し
て
同
じ
く
過
渡
的
時
代
に
於
て
管
葉
枕
の
み
は
之
を
改

正
し
ゃ
う
ε
し
て
み
る
。
こ
は
髄
に
罐
衡
を
得
て
み
な

い
。
而
し
て
其
理
由
ε
す
る
所
は
、
瞥
業
税
の
改
正
が
.一
.

日
を
緩
う
し
得
ざ
る
ざ
同
特
に
、
又
其
改
正
も
左
程
困
難
で
な
い
の
に
反
し
、
地
租

の
改
正
は
容
易
で
な
い
ε

い

ふ
に
在
る
。

一
鷹
尤
も
で
あ
る
が
、
地
租

ε
轡
業
挽
ε
の
間

に
取
扱
を
異
に
す

る
ご

い
ふ
批
難
は
之
を
見
る

、
こ

`
が
出
来
訟
。

時

論

地
.

相

論

第
+
六
巻

(第
三
鵬

八
七
)

玉
=

、

1)拙 稿、財産税論(本 誌第† 五巻第 三號93頁 以下)

直接税制度整理論(本 誌第 十三巻第一號89頁 以下)



時

論

地

租

論

第
十
六
巻

(第
三
號

入
入
)

五

」
二

第

四

地

租

改

正

論

加
藤
内
閣
は
替
業
税
の
改
正
を
企
て
、
み
る
が
、
地
租
の
改
正

に
は
無
頓
着

の
や
う
で
あ
る
。
そ
う
な
る
ε
減

税
が
都
鄙
の
間

に
於
て
権
衡
を
得
な
い
一し
い
ふ
批
難
が
出
て
凍
る
。

暴
れ
地
租
政
正
論
が

起

っ
て

來
た

所
以
で

あ
る
。

地
租

の
改
正
は
共
触
黙
を
除
く
こ
ε
を
旨
ε
せ
ね
ば
な
ら
凱
。
而
し
て
其
鉄
黙
は
既
に
第
二
項
に
述

べ
た

如

く
、
第

…
に
地
租
が
櫓
椀
力
に
癒
せ
ざ
る
椀
ご
な
る
こ
ご
、
第
二
に
各
地
圭

の
間
に
公
半

の
負
捲
こ
な
ら
ざ
る
こ

ご
、
第
三
に
地
租
が
大
膿
比
較
的
重

い
負
憺
ざ
な

っ
て
み
る
こ
ε
、
第
四
に
牧
人
が
弾
力
性
を
有
せ
な

い
こ
ざ
、

第
五
に
其
徴
挽

の
手
績

に
於
て
所
得
税

・し
相
補
は
な

い
こ
ε
等
に
存
す

る
の
で
あ
る
が
、
其
中

に
於
て
第
三
の
敏

黙
は
視
牽
を
輕
減
し
叉
は
免
税
黙
を
設
く
る
こ
ε
に
依

っ
て
之
を
軽
く
す

る
こ
ε
が
出
來
、
葉
池

の
快
然
は
課
税

標
準
た
る
地
償
を
政
む
る
こ
ご
に
依

っ
て
之
を
除
く
こ
ε
が
出
來

る
。
そ
こ
で
地
租
改
正
論
は
自
ら
地
租
輕
減
論

ご
裸
視
標
準
改
正
論

ε
、に
分
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

一

地

租

輕

減

論

地
租
軽
減
論
は
地
租
の
負
捨
を
減
す

る
こ
.し
を
目
標
・し
す
る
も
の
で
あ
る
。
畢
竟
螢
業
視
の
輕
減

に
相
呼
癒

せ

ん
ε
す
る
も
の
に
外
な
ら
阻
。

地
租
の
輕
減
は
種
・
の
方
法
に
依

っ
て
之
を
實
現
す
る
こ
嘉

袈

・
而
其
.
]
は
塞

の
低
減
で
あ
り
、
其
二



は
免
税
黙
を
設
一
る
こ
ε
で
あ
り
、
墓

二
は
地
租
附

加
税
を
制
限
す
る
こ
ざ
で
あ
る
。

D

附

加

税

制

限

論

(

附
加
税
制
限
論
は
、
地
方
税
の
制
限
に
關
す

る
法
律
を
改
正
し
、
地
租
附
加
税
の
最
高
限
を
低
下
せ
ん
ε
す
る

も
の
で
あ
る
。
比
論
は
地
租
條
例
に
手
を
鯛

れ
な

い
で
、
農
村
の
頚
椎
を
減
す

る
こ
ざ
を
趣
旨
ε
し
て
み
る
。
第

四
十
六
議
會

の
開
か
る
、
に
発
ち
、
比
論
を
提
唱
す
る
も
の
少
く
な
か
っ
た
。

第
四
十
六
議
會
に
提
出

せ
ら
れ
た
る
豫
算
案
並

に
視
法
政
正
案

に
依

っ
て
之
を
見
る
に
、
政
府
は
地
租

に
鯛
れ

な
い
で
、
替
葉
枕
を
改
正
せ
ん
ε
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
租
ご
管
渠
枕

ご
の
問

に
減
税
の
均
衡
を
失
す

る
こ

ヤ

へ

ち

ヘ

セ

リ

セ

し

　

へ

し

も

や

へ

も

も

サ

コ

　

ぬ

も

あ

ご

＼
な

っ
て
み
る
や

う
で

あ
る
。
併

し
此

く
な

っ
て
も
荷
地
租

ご
螢
業
挽

ε

の
問

に
減
税

の
均
衡

を
得

せ
し

む
る

う

へ

あ

モ

カ

も

も

ゆ

や

方
法
が
な

い
で
は
無

い
、
そ
れ
は
地
租
附
加
税
の
制
限
を
す
れ
ば
良
い
、
然
ら
ば
如
何
に
し
て
地
租
附
加
税
の
制

限
が
可
能
ε
な
る
か
ε
い
ふ
問
題
が
起

る
。

今
大
正
十
二
年
度

の
豫
算
案

に
依

っ
て
之
を
見

る
に
、

一
方

に
於
て
警
乗
桃
の
牧
人
減
千
九
百
萬
圓
を
算
し
て

み
る
が
、
他
方
に
於
て
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
憺
を
三
千
萬
圓
だ
廿
増
加
し
て
み
る
。
而
し
て
此
後
の
三
千
萬
圓

は
市
町
村
の
問

に
配
分
せ
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る
が
、
我
国

の
現
在
に
於
て
は
市
よ
り
も
遙
に
町
村
が
多

い
の
で
あ

る
か
ら
、
此
三
千
萬
圓
も
大
部
分
は
町
村
の
間

に
配
分
せ
ら
れ
る
ε
見

て
差
支
な
い
。
さ
う
な
る
ざ
町
村
は
其
配

分
を
受
く
る
程
度
に
於
て
町
村
税
を
減
す
る
こ
ε
が
出
来
る
。
而
し
て
今
日
に
於
て
は
町
村
税
ε
し
て
は
戸
激
割

時

論

地

租

論
.

第
十
六
巻

(第
三
號

八
九
V

玉
=
二

0



」

.

時

論

地

租

論

策
+
六
巻

(第
三
號

九
〇
)

五
一
四

が
最
も
重
く
威
せ
ら
れ
て
み
る
か
ら
、
此
場
合
に
於
て
も
先
づ
戸
藪
割
の
減
税
ご
な
る
で
め
ら
う
。
是
が
故
に
實

際
に
於
て
は
田
舎
も
亦
減
税
せ
ら
る
Y
こ
ε

、
な
る
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
都
會

の
み
が
聖
業
税
の
改
正
に
依

っ

て
減
税
せ
ら
れ
る
ε
い
ふ
こ
ご
が
出
家

諏
。
併

し
乍
ら
都
會
は
讐
業
税
に
於

て
減
税
し
、
田
舎
は
戸
敷
割
に
於
て

減
税
し
て
は
、
壮
綾
が
合
は
諏
こ
も
謂

へ
る
、
何
ご
な
れ
ば
瞥
業
税
は
物
税
で
あ
っ
て
戸
撒
割
は
人
税
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

一
方
が
管
渠
税
ε
い
ふ
物
税
に
於
て
減
税
す
る
な
ら
ば
、
他
方
も
亦
同
じ
く
物
税
に
於
て
減
.

税
す

べ
き
で
あ
る
、
是
に
於
て
地
租

の
附
加
税
を
減
す

る
ご
い
ふ
考
が
自
然

に
出

て
凍
る
の
で
あ
る
。
固
視
ε
し

て
の
地
租
が
俄

か
に
改
正
す
る
こ
ε
が
出
来
な

い
ε
す
れ
ば
、
地
方
税
ε
し
て
の
地
租
.附

加
税
を
緩
和
す

る
ε
い

ふ
こ
ε
は
、
今
若
に
於
て
最
も
宜
き
を
得
た
る
策
で
あ
む
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
諏
。

勿

税

率

低

減

論

田

税
率
低
減
論
は
、
現
行
視
率
を
下
げ
や
う
ご
い
ふ
の
で
あ
る
、
憲
政
會
の
ま
躾
す

る
所
で
あ
る
、
憲
政
會
は
第

四
十
六
議
會

に
地
租
條
例
改
正
案
を
提
出
し
、
田
畑
の
地
租
に
就
て
地
租
百
分
の
二
を
減
じ
北
海
道
の
田
畑
地
償

に
就
て
地
償
百
分
の

下
五
を
減
せ
ん
ε
し
て
み
る
。

此
案
を
實
行
ず
る
ε
き
は
二
千
四
百
飴
萬
厨
を
減
す
る
こ
ε
に
な
る
、
そ
れ
丈
け
は
明
に
減
税
ε
な
る
の
で
あ

る
、
管
業
視

に
於
て
千
九
百
萬
圓
を
減

じ
地
租

に
於
て
二
千
四
百
飴
萬
圓
を
減
す
る
ε
せ
ぱ
、
都
鄙
の
間

に
於
て

減
税
の
権
衡
が
ε
れ
る
こ
ぜ」
に
な
る
。

、
併
し
乍
ら
比
論
は
軍
に
視
牽
の
改
正
に
止
ま

っ
て
み
る
。
從
っ
て
地
租
の

昌

,



他

の
鉄
黙
に
至
っ
て
は
そ
の
儘
に
放
任
し
て
之
を
収
め
や
う
ε
せ
な
い
の
で
あ
る
。
固
よ
り

一
の
地
租
改
正
鍮
た

る
を
失
は
難
け
れ
こ
も
、
地
租
の
最
も
重
大
な
る
峡
黙
を
除
く
こ
ε
に
は
鯛
れ
て
る
な
い
の
で
め
る
。
絶

っ
て
税

制
整
理
の
上
よ
り
見
れ
ば
重
要
な
る
意
義
を
持

っ
て
る
な
い
・じ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

鋤

免

税

黙

新

設

論

く

、免
税
黙
新
設
論
は
、
地
租

に
晃
紛
然
を
設
け
ん
ご
す

る
の
で
め
る
。

・

既

に
述

べ
た
通
b
地
租

に
は
免
税
黙
が
無

い
、
故
に
猫

の
額

の
や
う
な
土
地
を
所
有
し
て
み
る
者

で

め

っ
て

も
、
地
租
を
納
め
ね
ば
な
ら
兎
、
暴
れ
は
明
に
瞥
業
挽
ε
権
衡
を
得

て
み
な
い
所

で
あ
智
、
地
租
が
聖
業
枇
ε
並
ん

で
牧
盆
撹
で
あ
る
以
上
、
瞥
業
視
に
於

て
與

へ
ら
る

べ
き
恩
典
は
叉
地
租
に
於
て
與

へ
ち
れ
ね
ば
な
ら

漁
。
且

つ

極
め
て
僅
か
な
土
地
を
有
す
る
者
は
寅
際
捲
撹
力
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。
之
を
免
税
す

る
は
、
相
當
の
理
由
が

め
る
ε
い
は
ね
.ば
な
ら
澱
、
併
し
乍
ら
他
の
方
面
よ
b
観
察
す
れ
ば
、
地
租
は
客
観
穐
の
標
本
ε
も
見
る
べ
き
も

の
で
あ
る
、
客
観
視
で
あ

る
以
L⊥
は
、

一
反

一
畝
ε
錐
こ
も
之
を
税
す

べ
き
で
あ
る
ど
い
ふ
理
論
も
立

つ
の
で
あ

る
、
若
し
之

に
冤
椀
照
を
設
く
れ
ば
、
其
土
地
を
有
し
て
み
る
人
の
立
場
に
立
っ
て
果
し
て
櫓
挽
力

を

有

す

る

か
否
か
を
考

へ
ね
ば
な
ら

n
、
さ
う
す

る
ε
そ
こ
に
人
税
の
性
質
が
這

入
っ
て
摩
る
の
で
あ
る
、
帥
ち
同
人
に
属

す
る
幾
筆
か
の
土
地
を
綜
合
し
て
見
な
け
れ
ば
、
売
視
黙
以
上
に
存
す
る
か
否
か
を
明
に
す
る
こ
ご
が
出
家
膿
、
所

で
同

一
所
有
者
に
屡
す
る
同

一
市
町
村
内
に
在

る
土
地

は
之
を
名
寄
帳

に
依

っ
て
綜
合
す

る
こ
ε
が
出
來
、
從
つ

時

論

地

租

論

第
+
六
巻

(第
三
號

九
こ

五
一
五

,



圃

時

論

地

租

論

第
十
大
巻

〔第
三
號

九
二
)

五
=
ハ

.て
之
に
依

っ
て
其
人
の
捲
税
力
を
捕

へ
る
こ
ε
も
蹟
乗
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
同

一
所
有
者
が
多
く
の
町
村
内

に
於
て
少
し
宛
土
地
を
有
す

る
場
合
に
於
て
は
、
孰
れ
も
皆
冤
枕
黙
以
下
に
落
ち
て
、
實
際
上
免
税
の
恩
典
を
受

く
る
こ
ビ
、
な
る
の
も
出
家
や
う
、
さ
う
な
れ
ば
不
合
理
の
甚
し
き
も
の
で
あ
る
。

叉
僅

か
の
土
地
を
有
す

る
に
過
ぎ
な
い
に
し

て
も
、
他

に
有
償
證
券
の
動
産
を
多
く
擁
し
て
み
る
場
合
に
必
ず

し
も
捲
視
力

の
乏
し
い
者

ξ
速
断
す

る
こ
ε
が
出
家

澱
。
更
に
動
勢
所
得

に
衣
食
す
る
者
ご
錐
、ピ
も
、
、其
勢
務
所

得
以
外

に
土
地
所
得
を
有
す
る
場
合
に
は
、
勤
勢
所
得
以
外
に
土
地
所
得
を
有
せ
ざ
る
者
に
比
し
て
擢
視
力
が
大

で
め
る
ご
い
は
ね
ば
な
ら
諏
、
然
る
に
も
拘
ら
す
、
此
土
地
所
有

に
謝
し
て
免
税
す

る
ε
き
は
、
土
地
を
所
有
せ

ざ
る
人

に
重
く
土
地
を
所
有
す

る
人
に
輕

い
こ
だ
、
な
る
、
是
れ
亦
不
合
理
の
甚
し
い
も

の
で
め
る
。

以
上
論
ず

る
所

に
依
て
之
を
観
れ
ば
、
免
税
黙
を
設
く
る
こ
ε
は
敢

て
不
可
な

い
が
、
場
合

に
依

っ
て
は
そ
れ

に
も
拘
ら
す
課
税
す
る
の
便
宜
方
法
を
探
り
得
ね
ば
な
ら
漁
。
例

へ
ば
、
所
得
税
管
楽
視
等
を
納
め
て
み
る
者
が

土
地
を
有
す
る
場
合
に
は
共
地
の
大
小
に
拘
ら
す
、
悉
く
之
を
税
す

べ
き
で
め
る
ε
す
る
が
如
く
で
あ
る
。

二

課
税
標
準
政
正
論

、

地
租
の
最
も
重
大
・な
る
歓
黙
は
地
償
制
度
よ
り
出
て
來

る
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
地
租
改
正
を
企
て
ん
だ
せ
ば
地

憤
に
改
正
を
加

へ
ね
ば
な
ら
漁
、
地
償

に
改
正
を
加

へ
ん
ご
せ
ば
、
現
行
地
償
を
修
正
す
る
か
、
地
償
以
外
の
課
税

標
準
を
選
ぶ
か
の
外

に
方
法
が
無

い
。
地
債
以
外
の
課
税
標
準

ご
い

へ
ば
、
牧
穫

か
.
賃
貸
儂
格

か
、
純
益
か
の

.



三
の
外

に
拙

で
な

い
、
其
牧
穫

を
課
税
標
準

ε
す

る
こ
ご
は
、
落
幕
時
代
の
制
度
に
踊
る
も
の
で
あ

っ
て
、
伸

々

實
行
し
難

か
ら
う
し
、
叉
現
在
に
於
て
も
問
題
ε
な

っ
て
み
な

い
。
そ
こ
で
私
は
以
下
地
償
修
正
説
、
賃
貸
慣
格

標
準
説
、
純
益
標
準
読
の
三
に
就
て
吟
味
し
て
見
た

い
己
思
ふ
。

の

地

償

修

正

説

(

地
租

の
課
挽
標
準
拠
る
地
儂
が
、
實
際

の
地
儂
ε
懸
け
離
れ
だ
も
の
ε
な

っ
て
み
る
こ
ε
は
既
に
論
じ
た
通
b

で
あ
る
。
故
に
此
他
償
を
修
正
し
、
實
際
の
地
償
に
適
ふ
や
う
な
も
の
ざ
な
す

ε
き
は
、
そ
れ
を
標
準

ご
し
て
課

税
し
て
も
、
推
挽
力

に
懸
す
る
こ
巴

、
な
b
.
各
地
、
各
地
主
の
間

に
於
て
不
公
平

・し
も
な
ら
す
、
地
儂
修
正
に

依

っ
て
租
税
牧
人
を
多
く
す
る
こ
ε
も
出
来
、
地
租
を
し
て
弾
力
性
を
持
た
し
む
を
こ
ど
も
出
来
る
、
從
て
現
行

地
租
制
度
の
人
映
黙
は
之
を
除
く
こ
ご
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
地
贋
の
修
正
に
依

っ
て
地
租
制
度
の
大
敏
黙
を
除

か
ん
ε
せ
ば
、
共
地
償
の
修
正
は

}
定

の
年
期
を
隔

て
之
を
繰
り
返

へ
さ
ね
ば
な
ら

粗
、
さ
う
で
な
け
れ
ば
地
租

の
課
税
標
準
た
る
地
儂
は
其
之
を
修
正
し
た
る
時
を
踊
る
に
從
ひ
段
々
ご
實
際
の
地
償
ε
懸
け
離
れ
た
る
も
の
ε

-
な
る
か
ら
で
め
る
。

所
で
此
地
積
修
正
を
屡

々
繰
り
返

へ
す

こ
ε
は
事
實
不
可
能
で
あ
る
。
第

一
に
地
償
修
正
に
は
多
く

の
費
用
を

要
す
る
の
で
あ
る
、
田
畑
の
み
に
就
て
い
ふ
も
、
其
額
個
五

千
萬
圓
に
上
る
窪
い
ふ
。
暴
れ
正
し
く

皿
年
度
の
田

畑
地
租
額
に
相
當
す

る
の
で
あ
る
。
若

し
地
償
修
正
を
四
五
ケ
年
間
に
繰
り
返

へ
す

も
の
`
せ
ば
、
四
五
ケ
年
毎

時

論

地

租

論

策
+
六
巻

第
三
鵬

九
三
)

五
宅

'

.

.



時

論

地

租

論
.

錆
+
六
巻

(第
三
號

九
四
)

五
一
八

に

一
ケ
年

の
牧

入
を
棒

に
振

る
こ

ε

、
な

る
、
然
ら

催

則
ち
地

償
修
正
費

が
年

々
地

租
牧

人

の
四

分

　
若
は
五

分

　
を
奪

い
去

る
ε
謂

っ
て
も
可

い
、
暴

れ
地

償
修

正

に
反

封
論

が
起

っ
て
來

る
所
以

で
あ

る
。

.

之
を

我
國
過

去

の
例

に
、徴
す

る

に
、
地

償
修
正

の
事
業

は
伸

々
容
易

に
行

は
れ
鉛

こ
ε
を
知

る
の
で
あ
る
。

田

畑

の
地

債
は

明
治
九

年
十
年

の
頃

に
出

京
上

っ
た

の

で
あ

る
が
、
中

に
は
匆
卒

の
間

に
成

っ
た
も

の
も
あ

っ
た

の

で
、
明
治
十
三
年
第

二
十

五
號

布
告

で
、
早
く
も
修

正

に

か

、
つ
た
。
併

し
共
之
を

行

ひ
た

る
は
極

め

て
小
地

肌

に
渉

っ
て
み
た

に
過

ぎ
な

か

っ
た
。
而

し
て
當
初

に
於

て
は
地

償

の
改

正
は
五
年
毎

に
之
を
行
は

ん
ε
し
て

み
た

が
、
明
治
+
七
年
の
地
租
僚
例
に
は
、
三
月
奮
・躍

號
v
一
定
期
間
毎

に
地
債
を
修
正
す
る
暮

は
前
以
て
其
旨
を

布
告
す

べ
し
窪

め
た
。
.明
治

こ
+
二
年
八
月
法
律
第

二
+
二
號
に
依
り
田
畑
特
別
地
償
修
正
を
行
ふ
察

・
そ

量

に
地
傾
の
低
落
し
た
る
土
地
の
み
之
を
行

っ
た
の
で
、
地
償
の
騰
貴
し
馨

土
地
は
従
前

の
儘
に
据
え
遣
い

陀
の
で
あ

っ
た
。
帝
國
議
會

の
開
か
る

、
や
、
地
償
修
正
案
は
屡

々
議
せ
ら
れ
た
け
れ
ご
」
も
、
多
く
は
物
に
成
ら

な
か
つ
な
。
只
明
治
三
十

一
年
法
窪
第
三
十

一
號
に
依
り
、
田
畑
地
償
を
修

正
し
た
め

ご
、
明
治
四
十
三
年
法
律

第
二
號

に
依
り
宅
地
儂
を
修
正
し
た
の
ε
が
成
劫
し
た
に
過
ぎ
諏
、
而
し
て
明
治
三
十

}
年
の
田
畑
地
儂
修
正
は

地
償
の
低
減
す

べ
き
を
低
減
し
だ
に
止
ま
り
、
地
償
の
増
加
す

べ
き
も
の
が
あ

っ
て
も
、
之
が
増
加
せ
な
か
つ
把

の
で
あ
る
。
是
が
徴

に
虻
田
畑
地
償
修
正
も

一
部
的

に
過
ぎ
な
か
つ
泥
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
諏
。

之
を
要
す

る
に
、
我
国
は
地

僧
制
度
を
探

っ
て
以
来
約
牢
世
紀

の
間
に
、
卿
ご
剛
副
肝
蜘
地
質
鴛
置
ポ
、一
陣
"
響



㌃

、

、

、

、

、

、

㌦

驚

、

、

、

、
.

、

、

、

ヤ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

鳩

、

、

や

、

、

、

、

、

・

、

地
債
修
正
を
な
し
把
の
み
で
め
り
、
其
田
畑
地
慣
修
正
は

一
部
的
修
正
で
、
而
も
地
償
の
蟹
隈

に
騰
貴

し
た
も
の

に
汝
袈

か
恥
い
・
蜘
い
か
瞠
論
か
か
罫

ひ
紛
争
悔
紛
恥
い
脚
か
懸
妙
齢
修
謄
⑳
夘
、
塘
齢
修
修
夢
律
か
恥
ガ

で

へ

も

ヘ

ヤ

セ

ヘ

ヘ

サ

セ

も

も

へ

う

へ

っ
た
芭
い
っ
て
も
差
支
な

い
の
で
あ
る
。

此

の
如
く
過
去
に
於
て
は
、

一
定
期
毎
に
地
儂
修
正
を
行
ふ
こ
ε
が
豫
期
せ
ら
れ
て
る
た
に
拘
ら
す
、
天
地
横

修
正
諭
も
非
常

に
喧
し
か

つ
だ
の
に
も
拘
ら
す
、
そ
れ
が
蟹
行
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
此
過
去
の
事
跡
は
又
以
て
將

セ

ろ

も

ヘ

カ

お

へ

あ

セ

カ

り

た

カ

も

へ

う

も

で

ヤ

た

も

サ

ヤ

ル

ヘ

へ

來
を
ト

す

る
に
足
り

る
、
將

來

に
於

て
も
亦

一
定
期

を
隔

て

、
地

儂
修

正

の
行
は

る

～
こ
ε
を
豫
期
す

る
こ
ε
が

貯
謬

∴

婚
期
卸
最

働
後
影

和
熟

駕

撃

が
礎

欝
、於
P
聖

だ
塘
酔
跳

黙
臨
終
罫

を
険
C

、

、

「

、

、

、

、
.

、

、

、

覧

隔

、

℃

、

、

、

、

こ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

こ
ε
が
出
来

澱
、
地

僧
制
度
は
之
を
捨

て
ね
ば
な
ら

諏
ご

い
ふ
結
論

に
達
す

る
の
で

あ
る
。

勿

純

益

説

純

然
説

ε
は
土
地

の
絡
牧

人

よ
り
之

が
矯

め
に
必

要
な

る
経
費

を
除

き
去
り

た
る
残
額
を
標
準

ε
し

て
課
す

べ

し
ご
す

る
説

で
あ

る
。

.

土
地

の
絡

牧
人
は
牧
穫
高

で
あ

る
、
共
牧
穫
を
得

る
爲

め

に
は

、
肥
料

も
種
子
も

、
農

具
等

の
資
本

も
、
雇

ひ

入
れ
た
労
働

も
必
要

で
あ

る
の
で
み
る
、
故

に
純

益
を
得

ん

ε
せ
ば

、
牧
穫

高
よ
b

此
等

の
経
費

を
除

き
去
ら

ね

ば
な
ら

阻
。

純

益
は
土

地

よ
b
得

べ
き
實
際

の
牧
盆

で

め

つ
て
假
想
的

で
な

い
、
能
く
其
地
主

の
捲

視
力
を
表
は

し
て
み

る

晴

論

地

租

論

第
十
六
巻

(第
三
號

九
五
)

五
一
九

■



1

時

論

地

租

論

第
+
六
巻

(第
三
號

九
六
)

五
二
〇

も

の
で
あ
る
、
故

に
土
地

の
純

益

に
課
す

る
税
は
最

も
権
…脱
力

に
癒
す

る
税

ε
な

る
。
叉
何

れ
の
土

地
も
昏
乱
ハ純

益

の
程

度

に
於

て
課

せ
ら

れ
庵

の
で
る

る
か
ら
、
各

地

の
問

に
於

て
叉
各
地

王

の
問

に
於

て
負

搬

の
不
公
準

を
生

す

る
こ
ξ
が
無

い
。
叉
純
益

は
各
土
地

に
就

て
年

々
之
を
定

む

る
の
で

め
る

か
ら

、
地

租

の
牧

人
は
漸

増

し
て
來

て
そ

こ
に
弾
力
性
が

あ
ら

は
れ

る
こ
ざ

に
な

る
。
此

く
し

て
我
現
行
地
租

條
例

の
訣

黙
の
大
部
分
は
之

を
除

き
去

る
こ
ご
が
出
来

る
o

此

の
如

く
純

金
を
標

準

ε
す

る
ご
き
は
地

債
を
標

準

こ
す

る
が
如

き
弊

は
之
を

}
帰
す

る
こ
ε
が
出
来

る

、
從

も

ち

へ

も

う

も

も

リ

へ

も

ヒ

へ

っ
て
地

租
改

正
.し
し
て
最

も
論

理
に
適

っ
て
み

る
も

の
ご
謂
は

ね
ば
な
ら

訟
。
所

が
此

の
説

に
俵

る
ε

き
は

、
地

も

を

も

し

も

し

し

で

　

や

し

カ

へ

租
は
箇
別
所
得
税
ざ
な

っ
て
來
る
。
箇
別
所
得
税
を
立
て
る
こ
ε

、
な
れ
ば
、
地
租
を
改

め
だ
だ
け
で
は
足
ら

諏

少
く
ご
も
管
楽
税
を
も
箇

別
所
得
税
の
形

に
改

め
ね
ば
な
ら
諏
、
此
く
し
て
牧
益
税
制
度
が
腹
せ
ら
れ
て
箇
別
所

得
税
制
度
が
之
に
代
は
る
こ
ε
、
な
る
の
で
あ
る
、
地
租
の
み
を
箇
別
所
得
税
ご
し
て
螢
業
挽
を
従
来

の
儘

に
放

任
し
て
置

い
て
は
税
制
の
整
理
ε
な
ら
隙
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
程
の
地
租
改
正
論
は
地
租
の
改
正
で
濟
ま
澱
、

、税
制
の
根
本
的
整
理
の
問
題
ご
な
る
の
で
あ
る
。

更

に

↓
歩
を
進

め
、
地
租
が
瞥
業
視
ご
共
に
箇
別
所
得
視
ε
な
b
、
そ
の
間
に
何
等
の
不
権
衡
を
生
せ
撮
ε
し

　

　

ロ

　

　

　

む

　

　

む

む

む

　

む

　

モ

も

ら

も

　

し

り

も

あ

マ

エ

て
労

ふ
る
に
、
薙
に
も
亦
箇
別
所
得
税
の
短
所
が
表
は
れ
て
来
る
、
即
ち
第

一
に
は
土
地
の
所
得
は
正
直
に
申
告

あ

も

マ

ヤ

せ
ら
れ
な

い
、
そ

れ
ε

い
ふ
も
農
民

の
経
済

は
、
今

伺
自
然
麗
濟

の
域

を
脱

せ
ざ

る
も
の
少
く
な

い
有
様

で
、
自

吃

.



家
の
生
産
し
且

つ
消
費
す

る
穀
物
野
菜
等
を
金
鏝
に
換
領
す

を
こ
ε
が
出
来
楓
。
文
金
鏡

の
換
慣
し
π
る
も
の
じ

就
て
之
を
見
る
も
、
帳
簿

を
作

っ
て
其
牧
支
を
記
入
し
て
み
る
農
民
は
比
較
的
少

い
。
是
が
故
に
申
告
す

る
所
は

必
ず
し
も
實
際

の
純
益
ご

　
致
せ
な

い
こ
ε
、
な
り
、
そ
れ
を
標
準
こ
し
て
課
す

る
地
租
は
携
税
力
に
照
せ
な
い

視
ε
な
る
、
暴

れ
既
に
不
公
牛
で
あ
る
。
然

る
に
此
中
告
井
に
調
査
は
叉
所
得
税

に
も
用

ひ
ら
れ
る
こ
ε
、
な
り

セ

カ

も

も

や

へ

も

あ

も

ヘ

コ

ち

へ

を

ヤ

マ

サ

ロ

モ

り

セ

し

や

も

更
に
不
公
雫
を
増
す

こ
ε

、
な
る
。
第
二
に
、
納
枕
義
務
者
が
土
地
の
外
に
所
得
を
得
る
源
を
有
せ
ざ
る
場
合
に

マ

ヵ

う

セ

の

　

　

も

あ

　

も

ら

カ

も

　

ヤ

う

セ

ち

り

ヤ

も

ヘ

カ

む

も

ヵ

ぬ

カ

ヤ

ヤ

モ

ヘ

コ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

う

カ

は
、
地
租

の
課
檎
標
準
ご
所
得
挽
の
課
税
標
準

ε
が
、
全
然

柑
同
じ
き
も
の
ε
な
り
、
納
税
者
を
し
て
名
を
異
に

カ

コ

も

う

つ

ゆ

も

も

セ

マ

も

わ

り

へ

も

ち

も

つ

も

や

ち

や

し

ゃ

も

も

も

ぬ

も

へ

も

め

　

も

ネ

ゆ

カ

ビ

ら

も

ヘ

ヤ

し
實

を
同
じ
う
す

る
二
点

悦
で
め

る
ε

い
ふ
戚

を
起

さ
し

め
、
租
税
心
理

の
上

か
ら

見

て
堪

へ
難

い
も

の
・し
な

つ

ヤ

リ

ミ

ヘ

ヘ

マ

も

て
来
る
の
で
め
る
。

之
を
要
す

る
に
純
益
説
は
最
も
理
論

に
適
ひ
、
以
て
現
行
地
租
の
鉄
黙
を
除
去
す

る
こ
ε
が
出
京

る
、
併

し
乍

ら
地
租
に
於
て
純
益
を
標
準

ε
す
る
こ
ご
が
正
し
い
ざ
し
て
も
、
瞥
業
税
に
於
て
も
同
じ
様

に
純
益
を
標
準

こ
す

る
こ
ご
に
せ
な
け
れ
ば
辻
褄
が
合
は
諏
こ
ご

、
な
る
、
是
が
故
に
純
益
説
を
行
は
ん
`
せ
ば
、
現
行
牧
益
税
制
度

.

を
贋
し
、
之
に
代
ふ
る
に
箇
別
所
得
税
制
度
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら

阻
、
從
て
、地
租
の
改
正
論
ε
い
は
ん
よ
り
は
、

直
接
税
制
鹿
の
根
本
的
整
理
ξ
な

っ
て
來
る
の
で
あ
る
。

の

賃

腰

債

略

説

(

純
益
挽
は
前
述

ぶ
る
が
如
く
.
理
論

に
適

ふ
も
、
實
際
純
益
を
捕

へ
得
な
い
か
ら
、
却
て
不
公
孕
ご
な
る
虞
が

時

論

地

租

論

策
十
六
巻

(第
三
號

九
七
)

五
二
一

㌦



」

時

論

地

租

論

第
十
六
巻

(第
三
號

九
八
)

五
二
二

あ
る
。
そ
こ
で
純
益
ご
迄
行
か
な
く
ご
も
、
そ
れ
に
近

い
所
で
満
足

せ
ね
ば
な
ら

諏
、
是
に
於
て
賃
貸
償
略
説
が

起

っ
て
來
る
。

.

賃
貸
償
格
標
準
説
は
土
地
を
賃
貸

し
て
地
主
の
得

㎡.き
小
作
料
其
他
の
借
地
料
を
課
税
標
準
ε
し
て
課
せ
ん
ご

す
る
説
で
あ
る
。

"

,

臨
時
財
政
経
済
調
査
曾
特
別
委
員
會
が
税
制
整
理
第
三
案

(所
得
税
を
中
心
ご
し
て
牧
金
椀
を
補
足
税
ε
な
す

の
案
)
を
立

つ
る
に
當
り
.
地
租
改
正
の
骨
子
ε
し
て
探

っ
た
の
は
此
説
で
あ
っ
π
。

今
臨
時
財
政
経
済
調
査
會
特
別
調
査
會
の
立
て
た
地
租
制
度
改
正
要
領
に
依
る
ご
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
課
駿

準
山

課
聡

穣

器

辮

P
雰

両

艶
容

柳
緯

雰

罫

P
磐

・
但
査

讐

婁

ざ
ろ
あ

に
之
轟

定
て

二

課
税
標
準

の
調
査
決
定

、
大
体
現
行
所
得
税
法
の
手
練
に
準
ず

る
こ
ご
、
即
ち
左

の
蓮
剛
、

ラσ

万

百

現
在
に
於
け
る
土
地
所
有
者
ば
毎
年
夏

中
に
於
て
前
年
の
賃
貸
便
格
海
里

号

ξ

ミ

、
但
し
前
年
に
於
て
賃
貸
に
付
ぜ
さ

る
起
の
1工
類
地
に
比
塗
し
て
申
告
す
る
こ
ご
、

恥

課
税
賃
貸
復
路
は
税
務
署
に
於
て
右
申
告
葎
基
礎
こ
し
、
申
告
な
春
も
の
叉
は
中
昔
不
正
己
認
む
る
も
の
に
、
相
當
資
料
に
依
り
其
調
査
な

(

な
す
、・ミ

戸

助

課
税
賃
貸
偵
格
の
決
定
に
付
て
は
特
F
設
く
る
調
査
委
員
會
に
付
議
し
其
決
麟
に
依
り
政
府
之
々
決
定
す
る
こ
ご
、

(
三

醗
牽

賃
貸
偵
絡
百
牙
の
四
の
比
例
税
率
ε
す
、

臨

聴
財

政
経
済

調
査
會

に
て
は
此
第

三
案
を
捨

て

、
第

一
案
を
取

り
、
財
産

税
を
創

設
し
、
地
租

は
螢
業
視

ご

共

に
地
方
税

に
委
譲
す

る
こ
ピ
に
決

し
た

の
で
あ

る
。

而
し
て
地

租
を
地
方

税

に
委
譲

し
た

る
後
如

何

に
之
を
敢



'

正
す

る
か
に
就
て
は
何
等
報
告
す

る
所

が
な

い
が
、
此
場
合
に
於
て
も
多
分
右
の
案

に
依
ら
う
こ
す
る
の
で
あ
ら

う
。此

案

に
依
れ
ば
年

々
歳

々
賃
貸
債
格
を
調
査
す

る
こ
ε
＼
な
る
、
賃
貸
債
絡
ε
い
へ
ば
、
耕
地

に
就

て
は
小
作

∴
料
を
調

べ
、
宅
地

に
就
て
は
借
地
料
を
調

べ
る
こ
ご
に
な
ら
う
。
所

で
我
國
に
於
て
は
耕
地
は
総
面
積
中
約
半
分

位
、
小
作
に
附
せ
ら
れ
て
み
る
か
ら
、
そ
の
小
伶
料
は
正
確
に
調

べ
上
げ
る
こ
ぐ」
が
出
家
る
。
宅
地
に
就
て
も
借

地

ε
隔
れ
る
も
の
、
借
地
料
は
確
か
に
調
査
で
る
こ
ε
が
出
來
る
。
之
に
反
し
て
自
作
地
、
自
宅
地
、
無
償
貸
付

地
、
自
他
共

に
使
用
せ
ざ
る
も
の
に
至

っ
て
は
之
を
評
定

せ
ね
ば
な
ら

漁
、
其
評
定
に
就
て
は
其
近
隣
の
小
作
地

借
宅
地

の
賃
貸
儂
格
を
標
準
ご
し
て
斟
酌
を
加

へ
る
こ
ε
、
し
、
其
手
績
冠
、し
て
調
査
委
員
會
の
議
に
附
し
、
政

府
之
を
決
定
す
る
ご
い
ふ
こ
ε
に
な
れ
ば
、
亦
正
確

に
近

い
賃
貸
償
格
が
出
て
來
や
う
。
叉
賃
貸
償
絡
は
前
年

の

實
蹟
に
依
る
の
で
あ
る
か
ら
、
小
作
争
議
等
で
小
作
料
の
減
じ
た
ε
き
は
、
其
翌
年
の
地
租
が
之
に
比
例
し
て
減

す
る
こ
ご
＼
な
ら
う
し
、
小
作
料
が
増
し
て
家
建
ご
き
は
、其
翌
年
の
地
租
は
之
に
比
し
て
増
す
こ
ご
、
な
ら
う
。

]
髄
小
作
料
は
純
益
で
は
な
い
が
、
純
益
に
近

い
も
の
ご
見

る
こ
ε
が
出
來
る
、
蓋

し
、
其
小
作
を
監
督
す
る
費

・
用
は
僅
少
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
、
故

に
賃
貸
償
格
を
標
準

ε
し
て
課
槍
す
る
ど
き
は
、
第

一
に
は
納
税
者

の
澹

視
力
に
慈
す

る
こ
ε

、
な
り
、
第
二
に
は
各
土
地
に
付
き
賃
貸
慣
格
を
正
確

航
調

べ
る
こ
ご
が
出
來
る
以
上
、
各

地
主
間

に
於
け
る
負
推
の
不
　公
李

も
な
い
こ
ε
＼
な
り
、
第
三
に
は
琶
{貸
債
絡

の
騰

っ
て
凍
る
に
從

っ
て
.租
税
牧

時

論

地

租

論

`

第
+
六
巻

(第
三
號

九
九
)

五
二
三

盛



き

時

論

地

租

論

、

第
+
六
巻

(第
三
號

「
0
0
)

五
二
四

人
も
多

く
な

る
か
ら

、
そ

こ
に
弾
力
性
を

帯
ぶ
る

こ

ε

、
な
う

、
第
四

に
は

、
賃
貸

償
格

の
調
査

は
土

地
所
得

の

調
査

に
参
考

ε
せ
ら

れ
、
課

税

の
手
綾

上

に
於

て
地

租

ε
所
得
税

ε
は

互

に
相
補

ふ
こ
ご
が
出
來

る
こ
ご

＼
な

る

の
で
め

る
。
此

く
し

て
賃

貸
償

格
を
標
準

ご
す
れ
ば

.
殆

ん
ご
現
行
地

債
制
度

の
秩
然

を
除

き
雪
る
こ
ε
が
出
来

る
Q論

じ
て
藪
に
至
れ
ば
賃
貸
償
格
標
準
説

は
地
租
瞑
正
こ
し
て
最
も
當
を
得
て
み
る
も
の
`
断

ぜ
ね
ば
な
ら

戯
、

但
し
こ
ぽ
賃
貸
儂
俗
が
精
催

し
調

べ
上
げ
ら

れ
得
る
こ
ご
を
前
提
6
す

る
。
所
が
自
作
地
目
宅
地
の
賃
貸
憤
狢
を

評
定
す
る
こ
ご
は
、
其
買
容
易
で
無

い
、
殊

に
其
近
邊

に
小
作
地
借
宅
地
の
な
い
所

に
於
て
さ
う
で
あ
る
.
田
舎

に
於
け
る
農
家
の
宅
地
は
借
地
こ
な
れ
る
も
の
が
少

い
、
從

っ
て
其
賃
貸
償
絡
は
近
…邊
の
借
地
に
比
準

し
て
之
を

定

め
る
こ
ε
が
⊥
ハ
7
敷

い
、
近
邊
の
小
作
地

に
比
準
し
て
之
を
定
む
る
よ
り
外
な
い
こ
ご
」
な
る
、
そ
れ
で
は
精

確
で
あ
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
出
来
な
い
。
併
し
是
等
は
爾
賃
貸
慣
格
評
定

に
際

し

一
定
の
糠
準
を
捕
捉
し
得
る
も
の

で
あ
る
。
所
が
山
林
原
野
等
に
至

っ
て
は
借
地
が
必
ず
し
も
多
く
な

い
、
近
邊
に
山
林
原
野
の
借
地
が
な
い
ε
す

れ
ば
、
比
準

に
依

っ
て
賃
貸
贋
格
を
定
む
る
こ
ご
は
困
難

ε
な
.つ
て
來
る
の
で
め
る
。

も

い

も

セ

も

も

も

ヤ

ヨ

も

も

も

し

へ

次

に
賃
貸
儂
幣
を
調
査
す
る
が
爲
め
に
調
査

蓼
貝
會

を
設
く
る
ε
せ
ば
、
徴

税
費
は
現
行
制
度
よ
り
竜
多

く
な

も

も

へ

も

へ

っ
て
來
や
う
。
小
作
料
は
現
今
に
於
て
多
鴎
金
納
で
な
く
し
て
未
納

で
あ
る
、
從
て
地
租
調
査
委
員
會

に
於
て
は

年
々
歳
々
小
作
料
を
金
銭

に
換
償
せ
ね
ば
な
ら
組
、
而
し
て
換
債
の
標
準
は
之
を
取
引
所

に
於
け
る
米
の
公
定
相

.艦.,,



場
に
求

め
ね
ば
な
ら
蹴
で
あ
ら
う
。
此
く
し
て
小
作
料
の
捕

へ
得

る
も

の
に
し
て
も
借
相
當
に
調
査
費
を
要
す

る

の
で
め
る
、
類
地

に
比
準
し
て
評
定
す

る
も
の
に
至

っ
て
は
更

に
徴
税
の
費
用
を
要
す
る
の
で
め
る
。
足
れ
徴
税

費
が
多
く
な
る
ε
い
ふ
所
以
で
め
る
。

・

之
を
要
す

る
に
賃
貸
慣
格
読
は
地
租
改
正
の

一
名
案

π
る
を
失
は
孤
、
只
賃
貸
償
格
を
調

べ
上
げ
る
こ
ε
が
徹

底
的
に
而
も
必
、牛
に
行
は
れ
澱
か
も
知
れ
澱
か
ら
、
固
よ
b
鉄
黙
の
な

い
も
の
ご
考

ふ
る
こ
ご
が
出
来

澱
。

結

論

上

原
述

べ
凍
り
し
所

に
依

っ
て
之
を
観

れ
ば
、
我

国

の
地
租

に
は
、
非
常

に
鉄
黙

が
あ

る
か
ら

、
從
來

の
儘

に

放
任

し
て
榿

ぐ
鐸
に
行

か
濾
、

さ
れ
ば

こ
て
全
然
無

條

件
的
に
之
を
磨

上
す

る
こ
五
も
出
来

戯
.
無

條
件
的

に
之

を
廃

止
す
れ
ば
牧
盗

視
の

一
角
を
崩

し
、
所
得

税

ご
牧
、寮

枕
ご
相

封
立
す

る
の
税
制

を
打
ち
壊
は
す

こ
ε

＼
な

る

か
ら

で
あ
る
、
そ
こ

で
磨

止
す

る
に
し
て
も

代
は
り

の
税

を
立

て

、
以

て
税
制
を
整

へ
ね
ば
な
ら

訟
、
是

れ
條
件

的
廃
止

論

が
是
認

せ
ら

れ

ね
ば

な
ら

鳳
所

以
で
あ

る
。

此

論

理
は
地
租

委
譲

論

に
も
嘗

て
籔

め
る
こ
ご
が

出
来

る
、
國
枕

こ
し
て
の
地
租

を
地

方
税

に
委
譲
す

る
の
は

宜

し

い
が
、
.之

に
代

る

べ
き
国

税
を

立

て
な

け
れ
ば

税

制
を
棄

す

こ
ご

、
な

る
の

で
あ

る
。
是

が
故

に
條

件
的
委

譲
論

が
是
認

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

組
。

牌
町

払酬

地

租
r

論

葡翔十
{ハ巻

(腔望
二
號

一
〇
「
)

}1
二
}1

,
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時

論

地

租

論

策
+
六
塩

(第
三
號

一
〇
二
)

五
二
よハ

地
租

の
條
件
什
麼
止
論
、
地
租

の
條
件
的
委
譲
諭
を
是
認
す

る
ε
し
、
其
條
件
が
充
た
さ
れ
な
い
ε
せ
ば
國
挽

ピ
し
て
地
租
を
保
留
せ
ね
ば
な
ら
訟
、
又
候
件
が
完
だ
さ
れ
て
地
方
税
に
委
譲
す

る
ε
し
て
も
、
地
租
は
地
方
税

ε
し
て
存
す

る
こ
ご
に
な

る
、
此
場
合

に
地
租
ば
之
を
改
正
せ
な

い
で
澱
く
諜
に
行

か
諏
、
地
租
の
視
率
を
軽
減

し
叉
は
免
税
黙
を
設
く
る
こ
ε
は
、
差
し
て
難
問
題
で
な
い
が
、
課
税
標
準

の
改
正

に
至

っ
て
は
地
僧
修
正
説
、

純
益
誘
、
賃
貸
償
格
誘
導
種

々
の
読
を
生
す

る
が
、
何
れ
も
完
全

で
あ
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
出
來

撮
、
そ
の
中
で
先

づ
比
較
的
無
難
で
あ
る
の
は
賃
貸
償
略
説
で
め
る
。
併
し
乍
ら
瞥
業
視
其
他

の
牧
益
税
が
資
本
償
絡
其
他

の
財
産

債
格
を
課
税
標
準
ε
す
る
か
ら
に
は
、
地
租

も
地
償
を
課
椀
標
準
こ
せ
ね
ば
な
る
ま
い
、
そ
れ
に
は
地
積
修
正
を

前
提
こ
す
お
こ
ご
論
ず
る
迄

も
無

い
。
之
に
反
し
て
螢
美
貌
其
他

の
敗
衄
枕
が
純
益
を
課
税
標
準

ざ
す

る
こ
ご

＼

な
れ
ば
、
地
租
も
亦
純
益
論
に
從

っ
て
之
を
改
め
ね
,ば
な
る
ま
い
。
之
を
要
す

る
に
地
租
の
改
正
は
地
租
そ
れ
自

身
の
長
短
を
考

へ
た
丈
け
で
之
を
決
す
る
こ
ご
が
出
来
楓
。
収
益
税
制
度
全
盤

の
整
理
を
如
何
に
す
る
か
ε
い
ふ

こ
ε
に
依

っ
て
之
を
決
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

り

・鱒 し


